
工
業
都
市
の

市
民
所

旦
寸

矛

建
　
林

正
　
喜

は
し
が
き
　
　
呉
市
の
市
氏
所
得
推
計

レ
り
市
内
生
産
所
得

回
市
民
分
配
所
得

○
　
市
民
個
人
所
得
と
個
人
支
出

む
す
ぴ
　
　
要
約

は
し
か
き

呉
市
の
市
民
所
得
推
計

■

Ｈ
　
広
＾
湾
の
大
い
さ
は
咋
々
大
阪
湾
に
匹
敵
し
瀬
戸
内
海
の
お
よ
そ

巾
問
に
位
す
る
。
そ
の
広
島
湾
の
東
の
入
口
を
拒
す
る
の
が
人
口
二
二

万
を
挑
す
る
産
業
港
湾
郁
市
呉
で
あ
る
。

　
呉
の
呼
称
は
、
三
方
を
九
っ
の
嶺
を
も
っ
て
閉
ま
れ
た
地
形
か
ら
来

た
（
く
れ
Ｈ
九
嶺
）
と
も
、
む
か
し
背
後
地
灰
ケ
峰
か
ら
船
材
「
く
れ
」

を
産
し
た
こ
と
に
山
る
と
も
伝
え
ら
れ
、
　
一
説
に
は
ま
た
大
昧
か
ら
帰

　
　
　
　
工
業
都
市
の
市
民
所
得
（
建
林
）

化
し
た
呉
氏
の
荘
園
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
云
わ
れ
、
地
名
の
起
源
は

定
か
で
は
な
い
。

　
し
か
し
日
本
の
近
代
史
で
は
呉
は
詐
の
眼
も
ゴ
マ
化
す
こ
と
の
で
き

な
い
明
白
な
役
割
を
果
し
た
。
す
な
わ
ち
明
治
一
七
年
川
村
海
軍
郷
、

樺
山
海
軍
大
輔
等
は
こ
の
地
を
屈
強
の
軍
港
候
補
地
と
し
て
迷
定
し
、

一
九
年
海
軍
用
地
の
買
付
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
二
三
年
に
は
鎮

守
府
が
開
設
さ
れ
、
つ
い
で
海
軍
工
廠
が
設
け
ら
れ
た
。
呉
が
市
例
を

し
い
た
の
は
閉
治
三
万
年
一
〇
月
一
口
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
宮
原
、

和
庄
、
荘
山
旧
、
二
川
の
四
ケ
町
村
が
合
併
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
三

年
に
は
、
吉
浦
、
警
川
俸
、
阿
貰
の
三
町
を
合
併
、
一
六
年
に
は
広
村
、

仁
方
町
を
合
併
し
大
平
洋
戦
争
の
批
盛
叶
昭
和
一
八
年
に
は
推
定
人
口

四
〇
万
を
こ
え
た
。
す
な
わ
ち
呉
巾
は
Ｈ
木
寧
国
主
堆
の
牛
み
落
し
た

郁
小
で
あ
り
、
ま
た
い
木
は
略
の
火
地
と
し
て
の
役
閉
を
火
し
た
。
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
六
九
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
箪
十
五
巻
・
箪
五
・
六
合
併
号
）

手
な
が
ら
以
上
の
よ
う
な
呉
市
の
発
展
が
、
い
わ
ゆ
る
拠
点
開
発
の
一

つ
の
原
型
（
上
か
ら
の
生
産
力
集
積
↓
人
口
増
加
↓
消
費
の
集
積
）
を

与
え
て
い
る
こ
と
に
注
な
し
た
い
。

　
敗
戦
は
人
口
を
一
拠
に
一
五
万
二
千
に
減
じ
た
。
す
で
に
主
要
な
生

産
設
備
は
戦
火
で
破
壌
さ
れ
て
お
り
、
残
っ
た
諾
施
設
は
賠
賞
に
指
定

さ
れ
た
。
そ
の
う
え
復
員
者
と
引
揚
者
が
滞
留
し
、
呉
市
は
忽
ち
日
木

最
大
の
矢
業
都
市
に
転
落
し
た
。
過
剰
労
働
力
の
一
部
は
駐
留
軍
に
雇

用
を
見
出
し
た
が
、
失
業
は
市
財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
、
赤
字
財
政
と

と
も
に
呉
市
に
兎
く
の
し
か
か
っ
た
。
市
は
海
軍
工
廠
跡
及
び
旧
軍
施

設
に
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
通
圧
か
ら
脱
れ
よ
う
と

図
っ
た
。
そ
の
た
め
の
礎
石
が
昭
和
二
六
年
六
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
旧
軍
港
市
椋
換
法
」
に
よ
っ
て
掘
え
ら
れ
た
。
呉
市
は
「
産
業
港
湾

榔
市
」
と
し
て
溌
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
前
後
し

て
口
立
製
作
所
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
岨
ハ
逃
船
所
（
の
お
吋
ハ
遣
船
に
併
合
）
、
吋
ハ
逃
船

所
、
尼
崎
製
鉄
、
淀
川
製
鋼
所
、
〔
新
製
鋼
、
束
洋
バ
ル
プ
箏
の
大
企

業
が
遊
出
し
、
旧
軍
用
施
設
は
地
場
資
木
を
併
せ
大
小
六
〇
余
の
ヘ
ム
祉

が
利
用
す
る
に
至
っ
た
。

　
誘
致
企
業
が
巾
蚊
経
済
に
ど
ん
な
形
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
に
っ
い

て
は
、
別
に
広
島
映
に
よ
る
調
介
報
告
も
あ
る
が
、
た
と
え
ぼ
旧
和
三

数加増口人総次年
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一
〇
〇
　
（
六
九
四
）

三
～
三
五
年
平
均
で
誘
致
工
場
の
出

荷
額
は
四
九
四
億
円
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
出
荷
額
一
億
円
以
上
の
事
業

所
の
総
出
荷
額
の
年
平
均
五
五
八
億

円
の
八
八
・
五
石
に
当
り
、
炊
鋼
、

遣
船
に
つ
い
て
は
百
パ
ー
セ
ソ
ト
に

近
い
。

　
さ
て
か
よ
う
な
企
業
誘
致
の
遊
行

の
反
而
で
市
人
口
は
上
表
の
よ
う
な

推
移
を
し
め
し
た
。
す
な
わ
ち
篶
人

口
は
敗
職
の
年
の
一
五
万
二
千
か
ら

昭
二
二
年
臨
時
セ
ン
サ
ス
ま
で
二
年
問
で
一
拠
に
三
万
四
千
人
ふ
え
た

が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
復
＾
、
引
掲
、
疎
閉
復
帰
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
人
い
が
は
じ
め
て
火
貫
的
に
大
き
く
ふ
え
た
の
は
二
五
年
か
ら
三

〇
年
へ
か
げ
て
で
あ
っ
て
、
こ
の
…
午
平
均
二
千
三
灯
人
づ
っ
ふ
え
た

勘
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
柳
鮒
動
乱
ブ
ー
ム
と
企
芙
誘

致
と
が
収
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
ぱ
し
則
…
三
〇
～
三
五
乍
の

人
〕
岬
加
は
甘
せ
か
け
の
も
の
に
す
ぎ
ユ
一
は
い
。
と
い
う
の
は
三
一
年
一

〇
ハ
一
い
に
は
天
応
町
、
閉
和
村
、
郷
原
付
の
含
計
一
一
、
七
二
一
人



の
人
口
が
合
併
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
こ
の
期
問
に

は
ｎ
然
坤
以
上
の
人
口
が
市
外
へ
流
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
、
か
神

武
景
気
を
含
む
こ
の
期
問
の
人
口
動
態
で
あ
っ
た
。

　
期
問
三
〇
～
三
五
年
の
人
口
を
停
滞
さ
せ
た
決
定
的
な
要
因
は
三
一

年
二
月
航
留
英
連
邦
軍
の
総
引
扮
が
決
定
し
、
駐
棚
軍
労
務
者
の
雑
理

が
年
内
に
完
了
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
の
様
子
を
か
つ
て
筆

者
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
　
　
「
わ
れ
わ
わ
の
予
想
て

は
直
接
失
業
の
み
な
ら
ず
問
楼
失
業
を
も
含
め
一
万
を
こ
え
る
失
業
が

生
じ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
就
業
人
□
の

一
割
五
分
に
あ
た
る
。
山
々
し
い
閉
煙
と
云
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
」
（
昭

三
一
一
年
呉
市
市
民
所
得
搾
計
報
缶
ニ
ハ
ベ
ー
ジ
）
呉
市
が
急
い
で
市
民

所
得
推
計
作
業
を
閉
始
し
た
の
は
、
こ
の
引
揚
の
打
撃
を
数
字
で
し
っ

か
り
抑
え
て
み
よ
う
と
い
う
な
Ｎ
か
ら
で
あ
っ
た
。
市
民
所
得
推
計
の

分
析
の
納
火
は
、
海
上
ｎ
衛
隊
の
州
強
の
効
火
も
見
逃
、
か
せ
な
い
が
、

主
と
し
て
は
三
一
年
の
神
八
姐
気
の
波
が
、
竹
に
製
追
業
の
飛
腋
的
な

発
灰
、
か
航
榊
ｗ
引
掲
の
打
僕
を
余
佑
を
も
っ
て
吸
収
し
た
こ
と
を
示
し

た
し
こ
れ
は
勿
論
、
火
業
し
た
肌
榊
軍
労
務
者
が
そ
っ
く
り
製
造
業
に

珂
脈
州
き
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
た
い
。
一
方
で
火
業
、
か
ふ
え
た
が
他

方
で
は
そ
れ
を
上
廻
る
脈
川
州
加
、
か
あ
り
、
全
一
休
と
し
て
脈
川
が
ふ
え

　
　
　
　
工
業
都
市
の
市
肚
所
得
（
碓
林
）

た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
失
業
保
険
給
付
、
か
大
き
く
ふ

え
た
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
失
業
の
一
部
は
迷
設
業
や
商

業
の
内
部
で
偽
装
し
て
ひ
そ
ん
だ
Ｃ
　
「
好
況
が
引
揚
の
マ
イ
ナ
ス
を
カ

バ
ー
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
云
え
ぼ
、
昴
気
転
機
に
さ
い
し
再
び

こ
の
古
傷
、
か
あ
ら
わ
れ
て
く
る
お
そ
れ
を
僻
消
し
な
い
」
　
（
同
二
三
べ

－
ジ
）
わ
け
で
あ
っ
た
。
実
際
こ
の
傷
が
癒
え
る
に
は
一
〇
年
か
か
っ

た
。
す
な
わ
ち
よ
う
や
く
期
問
三
五
～
四
〇
年
に
な
っ
て
、
市
人
口
の

実
質
的
蛸
加
が
再
び
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
三
〇
年
代
の
呉
市
経
済
の
変
化
を
市
、
民
所
得
の
推
移
か
ら
析

山
す
る
こ
と
を
口
的
と
し
て
い
る
。
所
得
分
析
は
ほ
ん
ら
い
フ
ロ
ー
分

析
で
あ
る
。
所
得
が
ど
こ
か
ら
（
市
内
生
産
所
得
）
ど
ん
な
形
態
で

（
市
民
分
配
所
得
）
生
産
さ
れ
、
そ
れ
が
ど
ん
な
ふ
う
に
処
分
さ
れ
る

か
（
市
民
個
人
支
出
）
に
か
ん
す
る
分
析
で
あ
る
。
そ
れ
は
ス
ト
ッ
ク

分
析
で
は
な
い
。
ど
ん
な
小
唯
諦
褒
素
が
ど
ん
た
大
い
さ
と
側
合
で
止

産
淋
部
面
に
配
分
さ
れ
て
い
る
か
に
閑
す
る
分
析
で
は
な
い
。
こ
の
分

析
な
く
し
て
は
地
域
維
済
の
構
迭
的
特
微
や
そ
の
変
幼
の
方
向
を
く
ま

な
く
把
挑
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
市

民
所
得
分
析
か
ら
市
域
経
済
の
変
化
の
方
向
を
き
ぐ
り
山
す
こ
と
は
不

可
能
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
六
九
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
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策
十
五
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五
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六
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併
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第
一
に
所
得
推
計
は
ス
ト
ッ
ク
に
関
す
る
一
定
の
デ
ー
タ
の
上
に
行

な
わ
れ
る
。
た
と
丸
ぼ
分
配
所
得
表
中
の
勤
労
所
得
や
個
人
業
十
工
所
得

は
業
種
別
の
就
業
人
口
統
計
を
基
礎
に
推
計
さ
れ
、
個
人
利
子
所
得
は

予
貯
金
ス
ト
ッ
ク
の
デ
ー
タ
か
ら
推
計
さ
れ
て
い
る
等
。
こ
れ
は
も
ち

ろ
ん
所
得
推
計
が
、
ス
ト
ッ
ク
に
関
す
る
情
報
を
全
面
的
に
把
握
し
た

上
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
最
小
隈
必
要
な
ス

ト
ッ
ク
分
析
を
前
捉
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
姑
二
に
所
得
は
そ
の
処
分
を
通
じ
て
、
す
な
わ
ち
貯
蓄
投
貨
へ
の
処

分
形
態
を
通
じ
て
ス
ト
ッ
ク
を
変
化
さ
せ
る
。
貯
蓄
投
資
は
ス
ト
ッ
ク

と
フ
ロ
ー
を
結
び
っ
げ
る
結
節
環
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
こ
と
を
認

め
れ
ぼ
認
め
る
ほ
ど
、
あ
と
で
本
文
巾
に
も
示
す
よ
う
に
、
貯
蓄
投
資

の
推
計
に
つ
い
て
改
善
さ
る
べ
き
点
が
多
い
こ
と
も
、
否
定
し
な
い
。

　
以
上
呉
巾
の
ス
ヶ
ツ
チ
と
所
得
惟
計
の
忠
表
と
眼
界
に
つ
い
て
の
帥

単
た
コ
メ
ソ
ト
を
け
し
た
の
は
、
木
文
の
推
計
分
析
の
ね
ら
い
に
つ
い

て
浪
解
な
き
を
則
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
）

　
Ａ
市
内
生
陸
所
得

　
（

　
…
　
巾
ｋ
所
俗
は
ま
ず
、
巾
内
の
生
雌
淋
郁
面
で
午
々
ど
れ
だ
け
の

化
陸
物
が
乍
帷
き
れ
た
か
（
巾
内
総
牛
陸
物
）
を
把
帖
し
、
そ
の
価
仙

一
〇
二

（
六
九
六
）
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か
ら
原
料
、
半
製
品
等
の
中
町
生
産
物
の
価
値
を
さ
し
ひ
い
た
市
内
生

産
所
得
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
所
得
は
市
域
に
限
り
（
属

地
主
義
）
、
か
つ
止
む
を
え
な
い
場
合
を
除
き
物
的
方
法
で
把
握
さ
れ
る
。

　
呉
市
内
で
生
産
さ
れ
た
所
得
は
昭
和
三
〇
年
の
一
五
八
億
円
か
ら
三

九
年
に
は
六
五
〇
億
円
へ
、
お
よ
そ
四
倍
強
に
ふ
え
た
。
こ
の
問
に
物

価
は
二
九
％
上
昇
し
た
が
、
そ
れ
を
差
引
い
て
も
実
質
三
倍
を
こ
え
る

増
加
で
、
広
島
県
の
実
質
県
民
所
得
の
倍
率
二
・
七
を
上
廻
る
勢
を
示

し
た
。

　
実
質
所
得
の
増
加
率
は
人
口
の
増
加
率
プ
ラ
ス
一
人
当
り
生
産
性
の

上
昇
率
に
近
似
的
に
等
し
い
。
い
ま
市
の
実
質
生
産
所
得
の
増
加
率
を

国
や
県
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ぼ
（
Ａ
・
１
）
表
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
表

は
次
の
こ
と
を
教
え
る
。

　
い
　
県
の
実
質
生
産
所
得
の
成
長
率
は
因
の
そ
れ
を
上
廻
り
、
市
の

成
長
率
は
県
の
そ
れ
を
上
廻
っ
た
。

　
○
Ｄ
　
期
問
を
前
半
三
〇
～
三
四
年
と
後
半
三
五
～
三
九
年
に
わ
け
て

み
る
と
、
前
半
で
は
郷
原
、
昭
和
地
区
の
合
併
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
市
人
口
は
年
々
減
少
し
所
得
の
実
質
成
長
率
も
県
の
そ
れ
を
下

廻
っ
た
（
巾
九
・
四
％
、
県
一
〇
・
二
％
）
。
市
の
突
質
成
長
率
が
県
や

国
の
そ
れ
を
大
き
く
上
廻
っ
た
の
は
岩
戸
景
気
を
含
む
三
〇
年
代
後
半

　
　
　
　
工
業
都
市
の
市
民
所
得
（
建
林
）

に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
（
市
一
八
・
三
％
、
県
二
二
・
二
％
）

　
削
後
半
の
呉
市
の
飛
躍
的
発
展
に
寄
与
し
た
の
は
、
人
口
増
加
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
人
口
一
人
当
り
所
得
生
産
性
の
大
き
い
伸
び
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
国
民
平
均
と
く
ら
べ
て
も
県
平
均
と
較
べ
て
も
年
々
そ

の
ひ
ら
き
を
拡
大
し
た
。

　
Ｎ
　
こ
の
高
い
市
内
実
質
生
産
所
得
の
成
長
率
が
循
環
変
動
を
示
し

て
い
る
こ
と
は
、
国
の
ぼ
あ
い
も
県
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
（
Ａ
・
１

呉
市

／
／

１
一ノ

　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
、
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＼
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＼
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１
１
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＼
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一

　
　
．
　
　
　
、

　
　
一
　
　
一

％
３
０

２
０

１
０

三
九

三
八

、
二
し

一
　
‘
＾
、

∴
一
■

一
・
一
ｎ
■

三
三

三
二

二
二

率長成得所産生貫実図ＩＡ
図
）
。
　
わ
が

因
の
よ
う
に

年
々
高
い
成

長
率
を
示
す

因
の
ば
あ
い

に
は
、
生
産

の
循
環
変
動

は
生
産
指
数

そ
の
も
の
よ

り
も
、
成
長

率
の
推
移
に

ヨ
リ
明
瞭
に

一
〇
三
　
（
六
九
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
生
産
所
得
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
Ａ
・
１

図
は
三
〇
年
代
に
、
周
知
の
と
お
り
神
武
景
気
と
岩
戸
景
気
の
二
つ
の

成
長
率
循
環
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
国
の
場
合
と
県
の
場
合
と
は
循

環
の
谷
と
山
と
が
一
致
し
、
変
動
の
形
は
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
。
し
か

し
呉
市
の
場
合
循
環
の
形
は
多
少
ち
が
っ
て
み
え
る
。
す
な
わ
ち
循
環

動変の得所産生筑実表２Ａ
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一
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四
　
（
六
九
八
）

の
谷
か
ら
谷
の
期
間
が
県
や
国
の
場
合
四
年
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
市

の
場
合
は
見
た
と
こ
ろ
五
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
少
し
吟
味
し
て
み

た
い
。

　
凹
　
い
ま
実
質
生
産
所
得
指
数
の
原
系
列
か
ら
複
利
趨
勢
紳
線
を
求

　
　
　
　
　
（
１
）

め
、
循
環
係
数
を
算
出
し
、
そ
れ
を
県
の
場
合
と
比
較
す
れ
ぼ
Ａ
・
２

表
の
通
り
に
な
り
、
そ
れ
を
グ
ラ
フ
に
示
し
た
も
の
が
Ａ
・
皿
図
で
あ

る
。

こ
の
図
の
説
明
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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い
　
三
〇
年
代
の
趨
勢
成
長
率
は
呉
市
二
二
ら
（
（
－
十
〇
．
◎
竃
心
）
ｌ
Ｈ
）

県
二
％
で
あ
っ
た
。

　
Ｇ
っ
　
こ
の
趨
勢
を
除
去
し
た
循
環
変
動
に
つ
い
て
い
え
ぼ
県
、
市
い

ず
れ
も
三
四
年
の
谷
か
ら
三
八
年
の
谷
へ
四
年
の
周
期
を
し
め
し
て
い

る
（
す
な
わ
ち
市
の
場
合
も
五
年
で
は
な
い
、
）
。
ち
が
い
は
む
し
ろ
山

か
ら
山
の
周
期
に
あ
っ
た
と
い
っ
で
、
よ
い
。
す
な
わ
ち
県
の
場
合
は
三

二
年
の
山
か
ら
三
六
年
の
山
へ
周
期
四
年
、
市
の
場
合
は
三
一
年
の
山

か
ら
三
七
年
の
山
へ
六
年
。
こ
の
相
違
の
原
因
は
今
後
さ
ら
に
分
析
さ

る
べ
き
で
あ
る
が
、
参
考
に
な
る
事
情
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

　
倒
呉
市
の
場
合
三
一
年
の
成
長
率
の
山
は
合
併
に
よ
る
要
因
の
影

響
が
あ
る
。

　
旧
　
呉
市
の
よ
う
な
重
工
業
都
市
で
は
、
重
工
業
特
有
の
景
気
循
環

要
因
が
っ
よ
く
働
く
。
す
な
わ
ち
不
況
の
底
入
れ
は
持
続
的
で
長
期
に

わ
た
る
。
ひ
と
た
び
上
昇
に
転
ず
る
と
そ
の
巾
は
大
巾
で
あ
り
波
及
効

果
が
大
き
く
、
上
昇
局
面
は
ひ
き
の
ぼ
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
Ａ
．
■

図
で
、
呉
市
の
術
環
運
動
が
三
三
年
か
。
り
三
六
年
へ
か
け
て
綬
か
な
上

昇
線
を
描
い
て
い
る
点
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、

　
閉
　
市
内
生
産
所
得
の
大
き
な
成
長
率
の
要
因
は
何
で
あ
っ
た
か
。

そ
の
手
が
か
り
を
示
す
の
が
次
の
Ａ
・
３
表
で
あ
る
つ

　
　
　
　
工
業
都
市
の
市
民
所
得
（
建
林
）

成構び及率与寄加増得所産生表３Ａ
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）１

１
■
Ｏ
ｏ
）
（
ｏ

３

４

５

５

○
ん
１
１

力

（

７
４
０
０

３

４

２

ユ

Ｏ
Ｊ
７
’

増

’

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

Ｑ
Ｊ
１
■
１
■
４

９

４

８

６

「
０
０
Ｊ

）

）

３

２

２

７

６

４

１

（

（

１

，
■
－
ｌ
ｌ
－

－
　
　
　
一
■

０
７
３
０

３

５

３

Ｏ

Ｏ

；
３

計

％

０
１
１
４

７

６

４

３

Ｏ

８

Ｏ

５

４

４

！

ユ

１

一
１
－
－
■

「

；
；
　
１

９

円

（
ｏ
ｏ
ｏ
ｎ
６
０

６

７

Ｑ
Ｕ

５

■
８
【
／

３

ｎ
ｚ
（
ｏ
４
’
ｏ

ユ

９

Ｏ

８

３
０

～

万

○
ワ
８
ｏ
Ｊ
ｏ
Ｊ

３

１

１

ユ

３
一
Ｌ
ｏ

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

５

百

ｏ
ｏ
３
ｎ
６
０

６

４

９

９

○
ん
ｏ
ｏ

３

２

２

ユ

Ｏ

９

２

ｎ
６
１
■

）２

２

ユ

ユ

　
（
　
一
－
■
；
　
１
　
　
川

■

Ｏ
！
４
…
■
ゴ
ｉ
争
－
９
…
７
；
－
８
…
…
Ｏ
．
一
４
－
＆
■．

一

討
％

Ｏ
ｎ
ｚ
１
↓
だ
ｏ

７

９

Ｏ

３

ハ
Ｏ
ｏ
ｏ

Ｏ

４

３

５

１

１

１

－
■

－
　
　
　
　
　
　
　
■
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ワ
イ
Ｆ
ｂ
（
ｏ
Ｏ

４
］
コ

８

２

一
〇

３
口
１

０
５
４
０

８

４

［
ｏ

３

一
一

万

○
ん
４
ｏ
ｏ
ｏ
）

９

【
／

ｑ
Ｏ

Ｏ
　
■
６
０
一
「
■
Ｏ
Ｊ
．
　
■
４
【
’

３
０
一
一

百

軌
２
，
１
，
６
，
～
９
，
似
３
，
６
，
８
，
一

■

Ｏ

４

３

５

１

１

）
１
↓
一

！

■

－

（
■

－

… 綱
次
業
業
次
業
没
　
遣
　
次
業
小
　
一
ス
務
．

」

↓

隻
ン
２

３

卸
売
サ
ビ
公

１

）

）

勺

｛

」

　
一
勺
ｒ
一
Ｊ
＝
ｊ
ｌ
劣
斥

８
一
一
ａ
．
、

　
　
一
ス
務

卸
売
サ
ビ
公

　
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に

所
得
の
仲
び

は
三
〇
年
代

の
前
半
よ
り

後
半
の
方
が

高
か
っ
た
。

前
半
五
ケ
年

の
所
得
額
合

計
一
〇
〇
二

億
円
に
対
し
、

後
半
五
ケ
年

の
所
得
合
計

は
一
二
三
七

億
円
州
加
し
、

二
、
二
三
九

億
円
に
及
ん

だ
、
一
北
舳
半
の

成
長
率
は
年

一
〇
五
　
（
六
九
九
）



　
　
　
立
命
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済
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（
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六
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）

平
均
一
〇
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
も
し
こ
の
成
長
率
が
後
半
も
続
い
て
い

た
と
す
れ
ぼ
、
後
半
の
所
得
合
計
は
一
、
五
六
四
億
円
だ
っ
た
筈
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
実
際
の
所
得
累
計
二
、
二
三
九
億
円
の
約
七
割
は
、
径

済
成
長
に
よ
っ
て
費
ら
さ
れ
た
成
長
寄
与
額
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
残
り
の
三
割
六
六
五
億
円
は
生
産
所
得
構
成
し
た
が
っ
て
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
構
造
変
化
寄
与
額
と
云
え
よ
う
。
す
な

わ
ち
後
半
の
成
長
率
は
前
半
の
年
平
均
一
〇
％
に
対
し
、
年
平
均
二
三

％
に
も
達
し
た
が
、
こ
の
成
長
率
の
上
昇
分
は
産
業
構
造
の
変
化
に
よ

っ
て
生
じ
た
も
の
と
仮
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
Ａ
・
３
表
の
見
方

で
あ
る
。
以
下
主
要
な
点
を
列
記
Ｌ
よ
う
。

　
い
　
三
〇
年
代
の
前
半
か
ら
後
半
へ
か
げ
て
所
得
は
大
き
く
ふ
え
た

が
、
そ
の
増
加
額
の
六
割
は
第
二
次
産
業
か
ら
、
四
割
弱
は
第
三
次
産

業
か
ら
生
じ
、
第
一
次
産
業
の
寄
与
率
は
僅
か
に
一
・
一
％
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
産
業
中
分
類
で
い
え
ぼ
製
造
業
が
五
二
・
一
％
卸
小
売
業
が

一
三
・
一
ろ
、
両
者
だ
け
で
六
五
ろ
強
の
寄
与
率
を
示
し
た
。
　
（
第
閉

欄
）　

○
Ｄ
　
こ
の
閉
の
塵
業
構
迭
変
化
の
効
火
は
雄
↑
ｏ
及
び
伺
欄
に
よ
っ
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
構
遣
変
化
の
効
火
が
特
に
大
き
か
っ
た
の
は
陸

設
業
、
製
造
業
及
び
卸
小
売
業
及
び
公
務
で
あ
っ
て
、
後
半
に
大
き
く

成構と率与寄加増の得所産生類分ト
／

業造製表４ヘユ

与寄造構

５
）

（与寄長成

４
）

（率与

寄
－

加増

３
）

（
３
９

～
３
５

３
４

～

〇
一

■

－
４

一
に

２
）い

円一
万

似
百

２
）川

％は円万百％）け－

２
）

（％

　
円

似
万

　
百

３
．
～
万 ％

－
叶

　
百
１

１
　
Ｑ
ｏ
　
「
ｏ
　
４

８
・
３
・
」
３
・

１
■
　
１
■
　
１
■
　
一
Ｉ
０

５
３
　
４
，
ａ

つ
山
　
１
１
　
「
ｏ
　
４

Ｅ
ｏ
　
８
　
４
　
１
■

８
　
ｎ
ｚ
　
　
　
　
１
↓

１
９
　
７
ｈ
、
一
、
６

」
６
・
８
・
６
・

８
　
８
　
Ｑ
Ｕ
　
４

．
．
川
「
－
、
「
刀
；
１
；
ａ

Ｏ
）
　
Ｑ
）
　
１
■
　
ｏ
Ｏ

「
Ｄ
　
Ｑ
〇
　
一
・
０
　
（
Ｕ

ｏ
ｏ
　
８
　
ｏ
０
　
１
■

ｏ
ｏ
　
１

．
．
８

９
一

△

８
－

６４
△

８

９
・

０１６６２５

一
〇
六
　
（
七
〇
〇
）

３
４
９
０
；
、
「
．
７
４
－
ユ
５

５
・
９
一
－
一
－
一
＆
９
一
６
一
ふ

３
　
１
　
１
　
　
　
　
９
　
３
　
７
　
１

　
　
　
△
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

１
．
２
０
．
１
…
－
８
…
Ｏ
．
５
．
３
．

３
１
６
５
３
１
６
３

２
７
１
２
０
５
０
２

」
５
△
　
ユ
４
３
３

　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
△
－
、

．
７
．
．
６
９
０
３
６
９
５

６
４
飢
止
蛆
几
肌
凪
ｎ

　
　
　
１
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■

７５２，２

３０２，５６

５０５，１
■
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０３ユ
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（
Ｏ
　
　
ｏ
ｚ

Ｑ
ｏ
　
「
Ｏ
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２

４
　
７
‘

…
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２

０

０
・

０１

０

０
・

２

６

３
一

９

２
・

７

３
・

８

３
・

０
…

０
・

８

０

１
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７

１
・

２

８

１
・
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３
一

１

３

４
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９
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０
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・
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８
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・

２

９

３
．

３
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．
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．

２

９
・
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・
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５
．

２

１
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・

２
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一
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・
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９
４
５
２
８
８
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５
６
ａ
８
１
９

１
０
６
３
９
８
１
４
９
６
４
６
１

１
２
９
３
７
４
９
３
４
１
４
１
０

２
１
３
２
４
３
，
Ｏ
ｌ
５
１
１
７
４

０
　
り
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ
　
　
　
　
つ
ん
　
　
　
１
　
１
　
り
ん

１
０
０
Ｚ
，
３
．
．
３
…
．
．
７
「
」
ひ
．
ｄ
．
２
…
－
　
　
３
９
６

０
・
２
一
４
．
Ｌ
６
．
２
．
８
．
１
・
０
・
　
８
・
４
・
２
一

０
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
３

１．
２
９
一
必
路
ｎ
７
４
７
７
８
６
１
３
４
２
ｈ
．
硲
Ｏ
＆
．
鮒
．

２
６
６
５
４
０
５
７
８
　
２
９
７

３
９
８
１
　
　
２
１
３
０
　
ｕ
　
３
１
１
２

額
業
ｎ
…
備
紙
石
業
学
鋼
属
ｎ
…
械
総

　
　
　
料
装
　
プ
エ
土
　
工
　
　
　
金
製
　
　
機

　
工
食
具
　
ル
加
業
＾
学
化
　
　
鉄
属
　
　
送

　
　
　
）
家
ｎ
…
バ
紙
窯
製
化
）
鉄
非
金
機
輸

総
椛
内
　
　
　
　
　
重
内



ふ
え
た
所
得
の
、
そ
れ
ぞ
れ
四
二
・
九
％
、
四
〇
・
四
劣
、
三
〇
．
三

％
及
び
二
五
・
六
彩
が
構
逃
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
特
に
注
口
さ
れ

る
の
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
後
退
（
一
一
二
年
駐
留
軍
引
揚
に
よ
る
雇
用
液
少
）

と
公
務
（
海
上
口
衛
隊
増
強
）
の
進
出
で
あ
っ
た
。

　
↑
Ｄ
　
以
上
四
業
種
の
う
ち
増
加
寄
与
率
に
お
い
て
も
構
造
効
果
に
お

い
て
も
、
製
造
業
の
も
つ
重
要
度
は
杵
を
抜
い
て
お
り
、
市
内
生
産
所

得
の
動
向
は
製
造
業
所
得
の
盛
衰
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

　
　
（
３
）

て
も
よ
い
。
そ
こ
で
前
表
と
同
じ
分
析
を
製
造
業
に
つ
い
て
行
な
っ
た

糾
果
を
示
そ
う
。
（
Ａ
・
４
表
）

　
い
　
製
造
業
を
軽
工
業
と
兎
化
学
丁
業
と
に
分
け
れ
ぼ
、
三
〇
年
代

の
前
半
か
ら
後
半
に
か
げ
て
前
者
の
比
取
は
下
が
り
、
逆
に
後
者
の
比

重
は
催
か
な
が
ら
上
昇
し
、
製
造
業
生
産
所
得
の
八
割
弱
を
ト
ロ
め
た
。

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
機
械
製
造
業
所
得
の
シ
ェ
ァ
は
飛
雌
的
に
上
料
し

た
。

　
…
一
　
几
…
叱
ト
か
ら
後
化
十
に
か
げ
て
制
苛
旭
廿
禾
牛
陸
所
得
は
二
．
六
倍
に
ふ

え
、
州
加
企
棚
は
五
ヶ
年
累
計
で
六
二
九
億
円
に
迷
し
た
が
、
そ
の
八

○
石
は
板
化
学
工
茱
、
二
〇
弓
が
軽
丁
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

業
陳
別
に
は
縦
械
（
寄
与
率
二
四
・
二
％
）
を
箪
煩
に
、
鉄
鋼
（
同
二

一
・
七
石
）
、
輪
送
用
機
擬
（
同
一
七
・
九
石
）
、
金
属
製
舳
（
同
；
一

　
　
　
　
工
業
都
市
の
市
民
所
得
（
建
林
）

・
○
完
）
の
四
業
種
で
州
加
額
の
四
分
の
三
を
寄
与
し
た
。

　
舳
　
一
一
一
〇
年
代
伽
半
の
年
平
均
成
長
卒
は
一
八
・
九
石
で
あ
っ
た
か

ら
、
も
し
こ
の
成
長
率
で
以
加
す
れ
ば
後
半
の
製
遣
業
所
得
累
計
は
約

八
三
六
億
円
に
な
っ
た
筈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
尖
際
の
所
得
累
計
一
、

〇
二
一
億
円
の
八
二
％
ぱ
成
長
に
火
く
も
の
で
あ
り
、
残
り
一
八
巧
の

一
八
五
億
円
は
製
造
業
内
部
の
業
種
構
成
の
変
化
に
基
く
も
の
で
あ
っ

た
。
構
造
変
化
と
い
う
点
か
ら
い
え
ぼ
、
非
鉄
企
属
及
び
機
械
が
飛
躍

的
に
仲
び
、
家
具
装
備
品
、
金
属
製
品
、
窯
業
土
石
製
＾
（
砥
石
）
の

遊
出
も
著
し
か
っ
た
。

　
¢
９
　
し
か
し
家
具
、
砥
石
、
非
鉄
金
属
は
急
速
に
仲
び
た
と
は
い
え
、

増
加
寄
与
率
は
小
さ
く
（
合
計
八
・
五
％
）
、
停
滞
気
味
の
愉
送
用
機
器

の
寄
与
率
一
七
・
九
％
に
さ
え
湿
か
に
及
ぼ
た
か
っ
た
。
珊
加
奇
与
率

で
も
構
造
変
化
で
も
大
き
か
っ
た
茉
椛
と
い
え
ぼ
、
何
と
い
っ
て
も
機

械
、
企
属
製
＾
に
指
を
刷
す
る
。

　
い
　
鉄
鋼
及
び
倫
送
用
機
淋
（
篶
船
）
か
ら
の
所
得
は
三
〇
年
代
を

通
じ
巾
内
牛
碓
所
糾
の
う
お
大
き
い
シ
エ
ア
を
｛
め
、
呉
巾
の
～
友
的

陸
茱
の
地
位
を
冶
っ
た
が
、
後
半
に
た
っ
て
汕
半
の
成
艮
率
を
維
持
で

き
ず
、
シ
エ
ア
は
低
下
し
た
。

　
伺
　
以
上
の
よ
う
な
生
雌
所
俗
の
推
移
は
、
巾
蚊
座
業
構
造
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
七
〇
一
）
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率倍性産生
４
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～
３
０

９
／３

～
３
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出
－

堂
川

生
率
似

閉
倍

１
．
刻
丁

産
音

生
側

似
阿
「

業
竺

枕
■

い
人
、

一
Ｌ
Ｏ
　
Ｏ
Ｏ
　
「
Ｏ
　
　
「
０

」
３
・
３
・
４
・

ｏ
ｏ
　
９
　
７
‘
　
７
‘

１
上
　
　
１
↓
　
　
１
■
　
　
１
■

９
　
７
‘
　
つ
ん
　
ｏ
）

７
・
３
・
２
．
４
．

一
Ｌ
ｏ
　
３
　
　
（
ｏ
　
　
ｏ
リ

ｎ
乙
　
ｎ
Ｚ
　
＾
ソ
一
　
■
上

１
　
　
９
　
１
　
　
７
‘

Ｚ
０
・
Ｌ
１
・

４
　
　
ｎ
乙
　
Ｅ
０
　
１
↓

１
■
　
　
１
■
　
　
１
■
　
　
１
■

　
　
業
業

　
　
設
造

業
　
　
　
業

一
産
建
製
産

　
ｐ
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｐ
＼

）
ソ
）
　
　
　
ソ

２
　
大
　
　
　
　
Ｑ
ｏ

ヤ
．
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
丁
コ

葛
　
　
　
　
　
　
負

９

３
．

９１

６０７１

５Ｌ８１

９

３
．

２２５

５
・

１１

１

６
・

３１８

９
・

７

仁
．
・
く

廿
■
！

三
Ｌ

↓
ク

トレ拒）ヨｐ

業スビ□サ

１

５
。＾

ソ
】

２０

４
．

２１計次３第次２

ゴ
リ

冴

に
よ
っ
て
齋
ら
さ
れ
た
。

こ
の
変
化
を
一
人
当
り
生

産
性
の
推
移
に
よ
っ
て
み

　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

れ
ぼ
次
の
と
お
り
で
あ
る
、

（
Ａ
・
５
表
）

　
三
〇
年
代
の
後
半
を
前

半
と
比
佼
す
れ
ぼ
、

所
得
で
は
第
二
次
産
業
が

策
三
次
産
業
を
大
き
く
引

き
は
な
し
て
仲
び
た
。
特

に
製
迭
業
の
仲
び
が
大
き

か
っ
た
。
こ
の
｛
成
長
を
も
た
ら
し
た
一
つ
の
要
囚
は
枕
茉
人
〕
の
坪

加
で
あ
っ
て
、
製
遣
業
で
は
後
半
五
ケ
年
閉
に
前
半
五
ケ
年
”
の
五
閉

以
上
も
ふ
え
た
。
逆
に
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
二
剖
倣
械
少
し
た
。
高
成
艮

の
も
う
一
つ
の
、
要
内
は
枕
業
人
口
一
人
当
り
所
得
生
陸
性
の
上
昇
で
あ

っ
て
、
脈
榊
体
仙
…
に
は
第
二
次
咋
業
の
乍
咋
件
の
上
汁
卒
は
篶
三
次
巾
版
珊
木

の
そ
れ
を
Ｌ
廻
り
、
枕
茱
人
〕
州
加
卒
に
お
い
て
も
上
旭
っ
た
こ
と
と

杣
倹
り
て
、
舳
汽
の
所
仰
シ
ェ
ァ
を
人
き
く
舳
氾
さ
せ
た
、
し
か
し
災

柄
別
に
み
れ
ば
、
十
ー
ビ
ス
業
の
乍
水
咋
上
外
卒
は
枕
茱
人
〔
の
汰
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
七
〇
二
）

を
カ
バ
ー
し
、
生
産
所
得
を
三
六
％
も
増
加
さ
せ
る
底
の
も
の
で
あ
っ

た
し
、
卸
心
売
業
や
挫
設
業
の
生
産
性
上
昇
率
は
製
造
業
の
そ
れ
を
上

廻
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
こ
と
は
卸
心
売
や
建
設
業
の
生
産
性
の
水
準

が
製
造
業
よ
り
高
位
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
期

問
三
五
～
三
九
年
に
つ
い
て
い
え
ぼ
、
年
問
の
平
均
一
人
当
り
生
産
所

得
は
製
追
業
の
六
三
・
三
万
円
に
対
し
、
建
設
業
二
八
・
四
万
円
、
卸

小
売
業
三
二
・
三
万
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
建
設
業
所
得
の
う
ち
に
は

失
対
事
業
か
ら
の
所
得
が
含
ま
れ
、
商
業
は
多
分
に
潜
在
失
業
の
プ
ー

ル
の
役
を
は
た
し
た
。

　
旧
　
市
内
生
産
所
得
の
叶
系
列
は
市
域
の
杜
会
的
分
業
の
バ
タ
ー
ン

と
そ
の
変
化
を
し
め
し
、
全
休
と
し
て
の
生
座
沽
動
の
変
動
を
あ
ら
わ

す
。
わ
れ
わ
れ
が
上
述
の
分
析
に
よ
っ
て
知
り
え
た
の
は
あ
ら
ま
し
次

の
よ
う
な
諦
点
で
あ
る
。

　
～
　
市
城
の
陸
茉
構
成
は
っ
よ
く
製
逃
業
に
煩
斜
し
、
と
り
わ
け
重

工
業
の
比
重
が
大
き
い
。
こ
の
基
洲
は
三
〇
年
代
を
迦
じ
て
変
ら
た
か

っ
た
、

　
Ｇ
む
　
亙
上
茱
は
外
火
大
企
茉
に
リ
ー
ド
さ
れ
つ
つ
終
始
Ｌ
倒
的
比
凧

を
｛
め
な
が
ら
も
、
そ
の
ｈ
札
で
は
逃
船
が
仰
び
な
や
Ａ
、

金
机
工
業
が
急
速
に
発
炭
し
た
。
企
旧
的
慨
向
と
し
て
辿
船
榊
門
の
咋



上
機
械
進
出
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。

　
剛
　
市
域
の
産
業
活
動
は
以
上
の
よ
う
な
基
調
の
上
で
全
囚
や
県
と

同
じ
型
の
変
動
を
示
し
、
特
に
落
ち
込
み
の
時
期
を
同
じ
く
し
た
が
、

上
昇
の
型
は
多
少
独
ほ
な
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

一
・
一
循
榛
管
・
で
茸
竿
、
サ
ぴ
工
共

　
（
２
）
　
こ
の
酋
想
の
趣
向
は
、
各
々
の
生
産
部
門
の
成
長
と
生
産
諸

　
　
部
門
の
パ
タ
ー
ン
の
変
化
が
、
全
体
の
成
長
率
に
ど
ん
な
変
化
を

　
　
及
ぼ
す
か
を
見
る
こ
と
に
あ
る
。
全
体
の
成
長
率
と
い
う
の
は
柚

　
　
象
的
た
総
計
概
念
で
あ
っ
て
、
個
々
の
企
業
の
、
従
っ
て
生
産
諸

　
　
部
面
の
不
均
等
な
成
長
率
の
集
計
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
い
ま
総
所
得
ｙ
の
成
長
率
を
Ｇ
と
し
添
数
を
も
っ
て
期
問
を
示

　
　
せ
ば
、
第
一
期
の
成
長
率
は
定
義
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
５
－
５

　
　
　
　
９
…

　
　
　
　
　
　
　
５

　
　
そ
こ
で
第
一
期
か
ら
第
二
期
へ
か
け
て
の
成
長
率
の
変
化
は

　
　
　
　
　
　
　
５
１
■
　
■
１
■
　
３
　
　
■

　
　
　
Ｐ
－
Ｐ
ｌ
ｌ
　
　
　
ｌ
ｌ
－
．
　
１
－
１
一
，
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
５
　
　
　
５
　
　
　
｝
、
－
　
５

　
　
の
符
号
と
大
い
さ
で
判
定
で
き
る
。

　
　
　
こ
こ
で
任
意
の
生
雌
部
門
の
所
得
ツ
が
総
所
得
に
占
め
る
糀
成

　
　
比
を
ｏ
バ
ー
セ
ン
ト
と
し
（
ｋ
ｌ
Ｉ
ｓ
、
）
前
式
を
抑
き
か
え
れ
ぼ

　
　
　
・
「
干
ま
↓
干
一
平
羊
一
守
－
ぎ
共

１
一

「
一

ｆ
｝

■
Ｈ
ざ
（
Ｈ
＋
筆
）
等
で
あ
る
。

工
業
都
市
の
市
民
所
得
（
建
林
）

＊
式
が
何
を
示
し
て
い
る
か
は
二
つ
の
極
限
を
考
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
い
ま
所
得
構
成
比

が
不
変
で
あ
っ
て
も
　
（
ぶ
ｎ
３
１
１
ぶ
）

　
　
Ｐ
ｌ
Ｐ
ｌ
ｌ
鯨
－
讐

で
あ
る
か
ら
、
部
門
の
成
長
率
上
昇
に
よ
っ
て
全
体
の
成
長
率
が

高
ま
る
。
ま
た
部
門
の
成
長
率
不
変
で
あ
っ
て
も
（
讐
１
１
隙
）

　
　
ぽ
〃
■
　
に
従
っ
て
　
ｐ
〃
ｐ

　
　
～
　
　
５

と
た
る
。
す
な
わ
ち
＊
式
右
辺
策
一
項
は
所
得
構
成
比
変
化
の
成

長
寄
与
率
（
或
は
構
成
変
化
寄
与
率
）
を
あ
ら
わ
し
、
策
二
項
は

部
門
成
長
の
全
体
の
成
艮
へ
の
寄
与
率
（
或
は
成
兵
寄
与
率
）
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
。
本
文
で
は
右
に
述
べ
た
考
え
方
を
基
礎
に
し

て
い
る
が
叙
述
の
仕
方
を
異
に
し
て
い
る
。

　
い
ま
胴
和
三
四
年
の
生
産
所
得
を
ざ
｛
と
す
れ
ば
、
も
し
期
問

三
〇
１
三
四
年
の
平
均
成
長
率
ｐ
バ
ー
セ
ソ
ト
で
後
半
三
五
－

三
九
年
も
所
得
が
瑚
加
し
た
な
ら
ば
そ
の
合
計
吻
、
は

　
　
吻
、
１
１
３
も
、
（
Ｈ
＋
Ｐ
）
ミ

に
な
る
筈
で
あ
っ
た
（
第
↑
ｏ
欄
の
総
額
一
、
五
六
四
億
円
）
。
・
．
し
こ

ろ
が
実
際
は
後
半
に
入
っ
て
成
長
率
が
高
ま
り
平
均
９
バ
ー
セ

ソ
ト
に
た
っ
た
た
め
に
、
そ
の
令
計
ｓ
は

　
　
吻
１
１
が
｛
』
、
（
Ｈ
＋
Ｏ
心
）
、

に
な
っ
た
（
嫡
二
欄
の
総
楓
二
、
二
三
九
億
円
）
。
そ
こ
で
両
者
の

問
に
は
成
長
率
の
み
で
定
義
さ
れ
る
閥
係
式

一
〇
九
　
（
七
〇
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
　
　
吻
、
　
』
、
（
Ｈ
＋
ｐ
）
ミ

　
　
　
ー
１
１
　
　
　
　
　
　
１
１
８
ｏ
＄

　
　
　
の
　
タ
ｏ
（
Ｈ
＋
９
×

　
が
成
立
す
る
。
こ
の
式
は
ｓ
の
う
ち
お
よ
そ
七
〇
％
は
、
も
し
も

　
成
長
率
が
も
と
の
ま
ま
で
た
か
っ
た
ら
生
じ
な
い
筈
の
金
額
と
い

　
う
意
味
で
成
長
寄
与
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
　
同
様
に
い
ま
任
意
生
産
部
門
の
所
得
構
成
比
を
～
及
び
ぶ
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
も
、
　
｝
』
（
Ｈ
＋
ｐ
）
ｓ

　
－
セ
ン
ト
と
す
れ
は
そ
の
成
長
寄
与
率
は
　
　
－
１
１
ｉ
．
、
　
．
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
も
　
ぶ
』
（
Ｈ
＋
ｐ
）
ミ

　
を
も
っ
て
定
義
で
き
よ
う
。
と
い
う
の
は
こ
の
定
義
は
、
た
と
え

　
３
１
ー
ぶ
で
あ
っ
て
も
所
得
成
長
が
生
じ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か

　
ら
で
あ
る
。

（
３
）
　
製
造
業
所
得
（
Ｘ
）
を
説
明
変
数
と
す
る
市
内
生
産
所
得
（
ｙ
）

　
の
推
計
式
（
単
位
百
万
円
）
は

　
　
　
、
１
１
卜
Ｈ
彗
十
Ｎ
ｋ

　
で
あ
っ
て
、
Ｘ
ｒ
の
桐
閑
度
は
枢
め
て
大
き
い
（
完
１
１
ｏ
・
ｏ
漫
）
。

（
４
）
　
湖
閉
１
，
２
の
枕
業
人
口
を
そ
れ
ぞ
れ
タ
凛
、
　
所
得
を
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
、

　
れ
ぞ
れ
さ
■
と
す
れ
ば
、
Ａ
・
５
衣
の
第
旧
欄
よ
－
　
第
閉
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
タ

　
　
３
、
　
　
　
　
ざ
一
鼻
　
　
■
一
５

　
は
！
！
－
　
嫡
倒
欄
は
１
－
－
」
－
－
－
－
．
１
Ｉ
ｌ
！
．
［
，
１
、
す
な
わ
ち
平
均

　
　
■
　
　
　
　
　
　
５
一
タ
　
　
凛
一
タ

　
生
産
性
の
倍
率
を
示
す
。

）Ｒ（
１

市
民
分
舳
所
得

生
雌
所
得
が
市
内
で
生
帷
さ
れ
た
所
得
で
あ
る
の
に
対
し
、

’
Ｊ

－
一
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
七
〇
四
）

民
が
市
内
外
で
賃
銀
・
俸
給
や
配
当
、
利
子
、
地
代
の
彩
で
生
産
し
た

所
得
を
市
民
分
配
所
得
と
名
付
げ
る
。
こ
れ
は
市
民
の
受
取
っ
た
所
得

で
は
な
い
。
た
と
え
ぼ
勤
労
所
得
は
雇
主
の
負
担
し
た
杜
会
保
険
料
を

含
ん
で
い
る
。
賃
銀
・
俸
給
と
し
て
発
生
或
は
生
産
し
た
所
得
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
ま
た
ど
ん
な
地
域
も
封
鎖
体
系
で
は
な
い
か
ら
、
所
得

に
流
出
入
が
あ
る
。
こ
れ
は
原
理
上
賃
銀
や
配
当
に
か
ぎ
ら
な
い
筈
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
点
だ
け
か
ら
も
市
内
生
産
所
得
と
市
民
分
配

所
得
と
の
あ
い
だ
に
乖
離
が
生
じ
る
。
そ
の
う
え
私
の
見
る
と
こ
ろ
で

率長成と数桁得所叩
市
…

て
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は
、
両
者
の
問
に
は
時
問
の
遅
れ
（
ラ
グ
）
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

少
く
と
も
推
計
上
こ
の
ラ
グ
を
除
去
す
る
操
作
は
完
全
に
は
行
な
わ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
点
は
あ
と
で
触
れ
よ
う
。

　
さ
て
三
〇
年
を
基
準
に
す
れ
ぼ
三
九
年
の
実
質
市
民
分
配
所
得
は
お

よ
そ
二
・
七
倍
に
ふ
え
た
。
こ
れ
は
Ｂ
・
１
表
に
み
る
と
お
り
、
同
じ

期
問
の
国
及
び
県
の
倍
率
を
大
き
く
こ
え
た
。
神
武
景
気
を
含
む
三
〇

年
代
前
半
三
四
年
ま
で
の
平
均
成
長
率
は
、
岩
戸
景
気
を
含
む
後
半
の

そ
れ
よ
り
可
成
り
下
廻
っ
た
。
こ
れ
は
全
国
的
傾
向
で
広
島
県
も
呉
市

も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
後
半
に
な
っ
て
県
の
平
均
成
長
率
が

若
干
国
の
そ
れ
を
下
廻
っ
た
の
に
反
し
、
呉
市
の
そ
れ
は
ニ
ポ
イ
ン
ト

全
国
平
均
を
上
廻
っ
た
。

　
似
　
そ
の
経
過
を
示
す
の
が
Ｂ
・
２
表
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
三
〇
年

代
の
後
半
を
前
半
に
較
べ
る
と
次
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

　
い
　
三
〇
年
代
を
通
じ
分
配
所
得
の
四
分
の
三
弱
は
勤
労
所
得
が
占

め
、
個
人
業
主
所
得
を
あ
わ
せ
れ
ぼ
九
割
に
連
し
た
。

　
岬
　
そ
の
中
で
勤
労
所
得
は
三
〇
年
代
の
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て

平
均
を
こ
え
る
倍
卒
で
珊
加
し
そ
の
比
重
を
高
め
た
の
に
対
し
、
個
人

業
主
町
得
の
倍
率
は
平
均
を
下
廻
り
そ
の
比
重
を
低
下
し
た
。
こ
の
煩

向
は
す
で
に
三
〇
年
代
前
半
に
み
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
そ
れ
が
強
ま
っ

　
　
　
　
工
業
都
市
の
市
民
所
得
（
建
林
）
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剛
　
以
上
の

変
化
は
増
加
寄

与
率
に
あ
ら
わ

れ
、
三
五
年
か

ら
三
九
年
へ
か

げ
て
分
配
所
得

は
約
二
四
五
億

円
ふ
え
た
が
、

そ
の
八
割
強
が

勤
労
所
得
の
瑚

加
に
よ
っ
て
費

ら
さ
れ
た
の
に

対
し
、
個
人
業

主
所
俗
の
州
加

寄
与
率
は
催
か

に
九
・
二
弓
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
Ｎ
　
前
半
か
ら
後
半
へ
か
け
て
の
坤
加
の
倍
率
か
ら
い
え
ぼ
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率与寄加増と布分ｕ岩種業の得所労勤表３Ｂ
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七
〇
六
）

利
子
所
得
及
び
法
人
所
得
の
各
二
・
三
七
倍
が
最
大
で
あ
っ
た
（
公
営

企
業
剰
余
を
除
く
）
。
　
と
り
わ
け
法
人
所
得
の
寄
与
率
が
個
人
業
主
所

得
の
そ
れ
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
傾
向
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
～
　
後
半
二
四
五
億
円
の
増
加
の
五
五
弓
が
三
八
年
及
び
三
九
年
の

増
加
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

　
閉
　
市
民
分
配
所
得
の
う
ち
勤
労
所
得
は
そ
の
絶
対
額
に
お
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

伸
び
に
お
い
て
も
分
配
所
得
を
大
き
く
左
右
す
る
項
目
で
あ
っ
た
。

　
な
お
こ
こ
で
い
う
勤
労
所
得
は
ほ
ん
ら
い
利
潤
分
配
分
で
あ
る
役
員

重
役
の
給
与
を
含
む
か
ら
賃
銀
所
得
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
以
下
勤

労
所
得
の
源
泉
を
も
う
少
し
詳
細
に
吟
味
し
て
み
よ
う
。
Ｂ
・
３
表
は

次
の
こ
と
を
示
す
。

　
～
　
勤
労
所
得
の
源
泉
は
三
〇
年
代
の
前
半
で
は
第
三
次
産
業
が
第

二
次
産
業
を
上
廻
っ
た
が
、
こ
の
比
頂
は
前
者
の
停
滞
と
後
者
の
躍
進

に
よ
っ
て
後
半
に
は
等
し
く
な
っ
た
。
業
種
別
に
は
製
遣
業
の
勤
労
所

得
の
比
重
が
五
い
ホ
イ
ン
ト
上
っ
て
四
割
近
く
に
な
っ
た
の
を
筆
頭
に
、

卸
売
小
売
業
の
比
煎
が
四
ポ
ィ
ン
ト
ふ
え
て
一
割
に
辻
し
た
。
こ
れ
に

対
し
サ
ー
ビ
ス
業
の
シ
エ
ア
は
肺
半
は
却
小
売
業
シ
エ
ア
の
二
・
五
倍

に
も
及
ん
だ
が
、
後
半
に
な
っ
て
大
き
く
後
退
し
た
。
こ
れ
は
三
一
年

駐
留
軍
引
揚
に
伴
う
就
業
構
成
変
化
の
一
面
を
物
語
っ
て
い
る
。



　
Ｇ
っ
　
か
よ
う
な
変
化
は
三
〇
年
代
前
半
に
対
す
る
後
半
の
勤
労
所
得

の
倍
率
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
製
造
業
の
倍
率
（
二
・
四
五
）
は
卸

小
売
業
の
そ
れ
（
三
・
六
二
）
に
及
ぼ
な
か
っ
た
が
、
平
均
倍
率
二
・

一
四
倍
を
こ
え
た
。
こ
れ
に
反
し
サ
ー
ビ
ス
業
の
倍
率
は
著
し
く
低
か

っ
た
。

　
剛
　
三
五
年
か
ら
三
九
年
へ
か
げ
て
第
一
次
産
業
を
除
き
勤
労
所
得

は
一
九
九
億
円
ふ
え
た
が
、
そ
の
五
五
％
が
第
三
次
産
業
に
よ
っ
て
賛

ら
さ
れ
、
こ
の
産
業
部
門
が
依
然
と
し
て
重
要
な
勤
労
所
得
源
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
分
類
別
に
は
製
造
業
の
寄
与
率
が
大
き
く
卸

小
売
業
が
そ
れ
に
次
ぎ
両
者
を
併
せ
て
平
均
で
寄
与
率
五
四
％
を
一
」
え

た
。　

分
配
所
得
の
も
う
一
本
の
柱
は
個
人
業
主
所
得
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

Ｂ
・
４
表
の
よ
う
な
推
移
を
示
し
た
。
そ
の
特
徴
を
列
記
す
れ
ぼ
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
い
　
三
〇
年
代
の
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
個
人
業
主
所
得
は
平
均

一
・
七
四
倍
に
ふ
え
た
が
、
こ
の
閉
雄
一
次
産
業
の
比
重
は
二
一
～
一

三
完
台
を
保
ち
、
第
二
次
産
業
は
二
二
～
一
四
％
を
、
雛
三
次
産
業
は

六
六
～
六
七
％
を
維
持
し
た
。

に
Ｄ
　
前
半
か
ら
後
半
へ
か
け
て
の
倍
率
か
ら
い
え
ぽ
第
一
次
産
業
は

　
　
　
工
業
都
市
の
市
民
所
得
（
建
林
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率与寄加増と布分ｕ易種業の得所主業人個表４Ｂ
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６
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２
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１

３

１
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，業

業

業
業

）円

‘
じ

↓
ク

ス

万

造

、

ビ
入
一

百（

鹸
農
燃
製
節
卜
収
．

数

次
）
次

）

次
）

勺

２
勺

３
内

職

１

－

［

実

第

塘

第

内
一

■

■

平
均
を
下
廻

り
、
第
二
次

産
業
は
平
均

を
大
き
く
超

え
た
が
、
第

三
次
産
業
は

僅
か
に
平
均

を
上
廻
っ
た

程
度
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の

比
重
が
大
き

い
た
め
、
個

人
業
主
所
得

の
総
額
は
結

局
第
三
次
産

業
の
そ
れ
に

左
右
さ
れ
る

結
果
に
な
っ

た
。

一
三
　
（
七
〇
七
）



　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
ｏ
ｏ
　
第
三
次
産
業
の
重
要
性
は
増
加
寄
与
率
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
三
五
年
か
ら
三
九
年
へ
か
け
て
個
人
業
主
所
得
は
約
二
二
億
六

千
万
円
ふ
え
た
が
、
そ
の
八
割
以
上
が
第
三
次
産
業
特
に
卸
小
売
業
及

び
サ
ー
ビ
ス
業
の
二
業
種
の
寄
与
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
反
し
製
造
業
で
は
個
人
業
主
所
得
は
減
少
し
た
。

　
↑
ｏ
　
以
上
を
主
要
な
業
種
に
つ
い
て
総
括
す
れ
ぼ
次
の
と
お
り
で
あ

る
。　

～
　
製
造
業
で
は
勤
労
所
得
は
比
重
も
大
き
く
平
均
を
大
き
く
こ
え

る
倍
率
で
ふ
え
、
三
〇
年
代
後
半
の
増
加
寄
与
率
も
大
き
か
っ
た
が
、

個
人
業
主
所
得
は
比
重
も
小
さ
く
、
三
六
年
を
ピ
ー
ク
に
三
七
年
大
巾

に
減
退
し
爾
来
殆
ん
ど
徴
過
い
に
推
移
し
て
い
る
。

　
側
　
卸
小
売
業
で
は
勤
労
所
得
は
平
均
以
上
の
倍
率
で
ふ
え
、
大
き

な
増
加
寄
与
率
を
示
し
つ
っ
比
重
も
高
ま
っ
た
が
、
個
人
業
主
所
得
は

し
だ
い
に
比
蒐
を
低
下
し
た
。

　
帥
　
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
勤
労
所
得
は
大
き
く
比
重
を
減
じ
た
が
、
個

人
業
主
所
得
は
逆
に
比
重
を
高
め
、
州
加
寄
与
率
は
大
き
か
っ
た
。

　
分
配
所
得
の
構
成
と
そ
の
変
化
は
所
得
陪
級
の
構
成
と
そ
の
変
化
を

反
映
し
て
い
る
。
そ
こ
で
就
業
人
口
の
地
位
別
構
成
の
変
化
を
Ｂ
．
５

表
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
の
表
の
雄
○
い
欄
は
業
種
別
に
就
業
人
口
の
地

一
四

（
七
〇
八
）
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率倍

３
〕

（成構

１
」

岩種業ｕ

ロ
カ

位地

２
）

Ｋ成構

１
」

男立ｆ也廿別稲業

１
）

｛
５３／９３■１３／９３－ユ３／５３９３「５３，１３９３，５３，／３
７
３
８
９
９
７
９
８
９
３
８
５
７
５
０
０
６
７
８
一
８
４
８
１

７
・
４
・
８
．
０
・
６
．
４
．
６
・
５
・
５
・
０
・
６
・
０
・
８
・
４
・
５
．
７
・
８
・
７
・
４
・
　
６
・
９
．
７
■
４
．

１
８
２
８
２
８
２
ユ
ー
９
２
ユ
０
８
３
７
０
１
０
　
１
８
２
８

１
　
１
　
１
　
１
３
１
　
１
１
１
　
１
　
ー
ユ
ー
　
１
　
１

劃
■
８
１
４
，
１
－
．
６
５
６
５
８
０
８
６
９
３
３
５
０
４
５
２
０
２
８

７
・
２
．
７
．
Ｌ
３
．
Ｌ
６
．
６
・
９
・
２
・
３
．
８
．
３
．
０
．
１
・
Ｌ
４
・
０
・
４
．
６
・
５
．
４
・
５
・
７
・

４
１
６
９
６
１
６
７
０
０
１
６
２
０
６
０
６
ユ
５
２
２
０
３
９

ユ
ユ
ユ
　
ー
ユ
ー
ー
ユ
ユ
ー
ユ
ユ
ユ
ー
１
　
１
　
４
ー
ユ
ー

劃
劃
ｄ
．
６
７
２
９
４
９
１
７
７
４
５
６
４
４
９
一
２
４
８
２

５
・
３
・
０
・
３
・
８
・
１
．
１
．
５
・
４
．
３
・
９
・
２
・
３
．
９
・
９
．
１
・
９
．
３
・
１
・
　
７
．
６
・
５
・
６
．

２
３
３
１
２
３
３
５
９
１
８
５
ー
ユ
ー
３
５
９
５
　
０
１
０
１

１
１
１
１
ー
ユ
ユ
　
　
ー
　
１
１
１
１
１
　
　
　
　
１
１
１
１

３
６
６
ヨ
２
８
４
９
７
４
４
５
１
７
２
９
０
１
５
０
０
０
０
０

８
・
３
一
〇
・
５
・
６
．
２
・
３
・
８
．
Ｌ
６
・
９
・
４
．
９
．
３
．
３
・
３
・
２
．
Ｌ
０
・
７
・
０
．
〇
一
〇
・
０
．

４
ユ
５
８
３
！
４
　
５
８
４
ー
ユ
６
１
　
１
２
１
　
０
０
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■
１
１
１
■
１
■

９
６
２
２
４
５
７
０
ユ
４
８
８
５
２
１
３
０
０
９
一
〇
〇
〇
０

７
・
４
・
０
・
９
．
３
．
３
・
３
．
２
・
２
・
工
９
・
０
．
０
・
７
．
３
・
４
・
３
・
６
・
２
・
　
０
・
０
．
０
．
０
．

４
１
５
８
３
１
４
　
５
８
４
１
２
６
１
　
１
ー
ユ
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■
１
■
１
↓
１
■

劃
，
９
７
８
０
３
０
１
６
１
２
３
８
０
８
３
７
３
６
０
０
０
０

０
・
２
・
０
・
１
．
７
・
２
．
５
．
５
・
９
・
７
・
９
・
８
．
９
．
５
・
１
・
３
・
３
・
９
・
６
・
Ｌ
０
・
０
・
０
．
０
．

４
１
４
９
２
１
３
　
５
８
５
　
ユ
６
ユ
　
２
ユ
２
　
０
０
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
１
１
■
上
１
１
一

０
３
４
ユ
０
７
９
０
０
０
３
２
０
０
８
６
０
４
５
６
０
８
７
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

０
．
１
．
０
．
４
．
０
．
１
・
１
・
２
・
０
・
８
・
３
・
２
・
０
．
６
・
２
．
１
，
０
・
８
・
ｒ
４
・
０
．
４
・
６
．
８
．
９

０
８
１
０
９
０
７
０
１
５
０
６
０
７
・

１
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
つ
一

〇
副
５
…
５
目
０
…
８
０
コ
０
３
０
５
５
３
０
８
０
一
０
３
１
０
５
８
一

〇
・
Ｌ
３
・
０
．
０
・
２
・
２
・
０
・
０
・
０
６
．
２
・
０
．
０
・
２
・
２
．
０
・
７
．
０
．
０
・
・
ｏ
．
０
．
Ｌ
８

０
７
２
０
９
０
１
６
０
２
４
０
７
０
７
１
・

１
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
！
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

０
．
＆
■
３
０
；
．
５
．
ｒ
．
８
…
ｄ
５
９
…
『
４
ｄ
ｄ
．
引
０
０
…
．
９
．
プ
．
７
…
、
０
８
９
２
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

０
・
Ｌ
０
．
２
・
０
．
２
．
０
・
Ｌ
０
．
８
・
０
・
１
．
０
・
９
．
０
・
２
・
０
・
４
．
０
．
０
・
０
．
５
・
０
．
０
・
２

０
７
２
０
９
０
７
０
１
４
０
８
０
７
１
・

１
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７

◎
◎
＠
　
◎
◎
＠
＠
¢
◎
　
　
◎
＠
　
＠
◎
＠
　
＠
¢
＠
＠
＠
◎

業産次２第

業遣製９ド

業帷次３弟

レ
．
し

一
’
ソ＼

」
ノ］鈷）ヨピ

スビ
ーサ

ト
■
＼

汐３２

数実
傭日時臨＠雇常　者業従族家◎）む含を

〕
貝

役
一
役重主業人個炊

■
峨

＾－’



位
別
構
成
を
示
し
た
も
の
で
、
た
と
え
ぼ
三
一
年
の
製
造
業
に
つ
い
て

い
え
ぼ
、
そ
の
二
・
五
％
が
家
族
従
業
者
、
一
・
八
％
が
臨
時
日
傭
労

働
者
、
九
〇
・
一
％
が
常
傭
労
働
者
で
あ
り
従
っ
て
五
・
六
％
（
総
計

に
含
ま
れ
て
い
る
）
が
、
個
人
業
者
・
重
役
・
役
員
等
の
企
業
資
本
家

で
あ
っ
た
。
第
閉
欄
は
地
位
別
に
就
業
人
口
の
業
種
別
構
成
を
示
し
た

も
の
で
、
例
え
ぼ
三
一
年
に
っ
い
て
云
え
ぼ
常
傭
労
働
者
の
三
五
・
三

％
が
製
造
業
に
一
一
完
が
卸
小
売
業
に
、
二
六
・
三
％
が
サ
ー
ビ
ス
業

に
従
事
し
て
い
た
と
読
む
。
第
閉
欄
は
業
種
別
地
位
別
就
業
人
口
の
変

化
を
三
時
点
に
わ
た
る
倍
率
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
Ｂ
．
５
表
に
あ
ら
わ
れ
た
特
徴
は
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

　
～
第
二
次
及
び
第
三
次
産
業
を
通
じ
常
傭
労
働
へ
の
依
存
度
が
大

き
い
。
も
っ
と
も
そ
の
程
度
は
部
門
或
は
業
種
に
よ
っ
て
異
な
り
、
第

二
次
産
業
、
特
に
製
遣
業
の
依
存
度
は
第
三
次
産
業
の
ど
の
業
極
よ
り

も
大
き
か
っ
た
。
家
族
労
働
へ
の
依
存
度
は
災
三
次
産
業
の
方
が
大
き

く
、
特
に
卸
小
売
業
に
お
い
て
い
ち
じ
る
し
く
大
き
い
。
第
二
次
陸
業

の
臨
時
Ｈ
備
依
存
度
が
第
三
次
庵
業
よ
り
大
き
い
の
は
、
迷
設
業
を
含

ん
で
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
の
部
門
の
臨
叶
〕
備
（
失
対
〕
鮒
を
含

む
）
は
常
術
に
対
し
批
鳩
二
倍
に
も
及
ん
だ
。

　
岬
　
三
〇
年
代
を
通
じ
常
燃
の
比
重
は
し
だ
い
に
高
ま
り
、
家
族
従

　
　
　
　
工
業
都
市
の
市
氏
所
得
（
建
林
）

業
者
の
比
重
は
し
だ
い
に
低
下
し
、
臨
時
日
傭
の
比
重
も
低
下
し
た
。

こ
の
傾
向
は
第
二
次
産
業
、
特
に
製
造
業
に
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
、
サ
ー

ビ
ス
業
を
除
く
第
三
次
産
業
で
も
同
じ
傾
向
が
あ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
業

に
つ
い
て
云
え
ぼ
、
駐
留
軍
の
引
揚
に
伴
い
三
一
年
か
ら
三
五
年
へ
か

け
て
常
傭
は
大
き
く
減
少
し
た
が
、
こ
の
減
少
傾
向
は
三
九
年
ま
で
続

き
、
逆
に
家
族
従
業
者
は
増
加
し
た
、
、
製
造
業
の
勤
労
所
得
と
サ
ー
ビ

ス
業
の
個
人
業
主
所
得
が
ふ
え
た
背
景
に
は
、
か
よ
う
な
枕
業
構
成
の

変
化
が
ひ
そ
ん
で
い
た
。

　
剛
第
二
次
及
び
第
三
次
産
業
の
合
計
に
占
め
る
第
二
次
産
業
就
業

者
の
比
重
は
、
三
一
年
の
四
〇
・
九
％
か
ら
逐
年
上
昇
し
て
三
九
年
に

は
四
八
・
三
石
に
た
り
、
第
三
次
産
業
で
は
逆
に
五
九
・
一
ノ
％
か
ら
五

一
・
七
完
へ
比
東
を
低
下
し
た
。
こ
の
傾
向
を
支
え
た
の
は
製
造
業
の

枕
業
増
加
で
あ
っ
て
、
就
業
者
数
は
し
だ
い
に
比
重
を
高
め
つ
つ
三
九

年
に
は
全
枕
業
者
の
三
六
∴
一
％
、
常
倣
の
四
三
％
を
こ
の
業
櫛
に
吸

収
し
た
。
宗
肢
従
業
者
の
大
郁
分
は
第
三
次
陸
業
に
吸
収
さ
れ
、
卸
小

売
菜
と
サ
ー
ビ
ス
茉
で
全
宗
族
従
業
者
の
八
五
ら
前
後
を
占
め
、
こ
の

部
門
が
潜
在
火
業
の
ブ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
ホ
し
た
。

　
６
り
　
怖
～
二
次
及
び
篶
三
次
＾
帆
サ
爪
打
ム
〕
エ
川
に
つ
い
て
い
え
ぼ
、
三
〇
年

代
の
↓
…
半
か
ら
後
ｖ
＋
に
か
け
て
州
加
い
卒
そ
の
・
も
の
が
打
…
ま
っ
た
，
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
七
〇
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
箪
五
・
六
合
併
号
）

は
常
傭
の
後
半
の
飛
躍
的
増
加
に
よ
る
も
の
で
、
家
族
従
業
者
及
び
臨

時
日
傭
は
む
し
ろ
減
少
し
た
。
こ
の
傾
向
は
第
三
次
産
業
の
う
ち
で
も

卸
小
売
業
に
つ
い
て
著
し
く
、
常
傭
は
後
半
に
お
い
て
前
半
を
上
廻
る

率
で
上
昇
し
、
個
人
業
主
を
含
む
全
就
業
者
の
伸
び
を
大
き
く
ひ
き
は

な
し
た
。

　
分
配
所
得
の
推
移
を
規
定
し
た
就
業
人
口
の
階
級
構
成
の
変
化
は
お

よ
そ
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
伺
　
市
民
分
配
所
得
と
市
内
生
産
所
得
と
の
あ
い
だ
に
は
か
な
り
大

き
い
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
Ｂ
・
６
表
に
よ
れ
ぼ
、
三
〇
年
代
を
通
じ
市

民
に
分
配
さ
れ
た
所
得
は
市
内
で
生
産
さ
れ
た
所
得
を
平
均
一
五
・
六

完
下
廻
り
、
し
か
も
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
年
々
ひ
ら
い
て
三
九
年
に
は
遂

得所配
分
■と得所

産
．生表６

Ｂ
　
一

到
一－

－
率

一
け
佐

一
）
　
　
　
萬

祉
砺

２

９
・

０

３
．

１

１

５
一

１

９

９
・

７

８
・

８Ｌ１
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４
・
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得

）
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¢
己

　
蘭

　
分

　
口
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け
陸

つ
ｏ
　
７
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［
Ｏ
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０
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Ｉ
　
Ｏ
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ｏ
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ｏ
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一
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１
　
９
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２
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７
８
・
１
　
５

１
１
　
　
１
１
　
　
１
１
　
　
１
ー
　
　
ク
一
　
り
ん

０
５
９
８
．
－
ｑ
－
５

１
　
　
０
　
　
７
　
　
ｏ
ｏ
　
　
２
　
　
１

一
８
　
　
７
　
　
０
　
　
Ｑ
ｄ
　
２
　
　
６

．
５
　
９
　
１
　
０
　
３
　
８

１
１
　
　
■
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つ
ん
　
ｎ
■
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ｎ
Ｚ
　
　
９
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３
０
３
１
３
２
３
３
３
４
３
５

０７６０３１９７，５３
１
　
　
Ｑ
ｏ
　
ｒ
ｏ

０
・
３
．
３
・

２
１
２
一

－
■
－
；
－
－
－
Ｌ

○
ソ
　
５
　
　
ｏ
）

４
　
０
　
３

２
　
　
（
ｏ
　
　
７

６
　
２
　
　
９

３
　
　
４
　
　
４

７
　
２
　
　
２

ハ
Ｏ
　
　
グ
Ｏ
　
　
Ｏ
）

Ｑ
ｏ
　
■
１
　
　
Ｏ
Ｊ

Ｅ
ｏ
　
ｏ
）
　
４

４
　
４
　
　
６

３
６

７３

８３

＋
　
　
　
「

９３

６

５
．

１０８４３７２

．
．
一
４
，
「

皿
３
　
一

１４２

３
　
、

」
１

一
．
一
、
ｎ

に
二
三

・
五
％

に
及
ん

だ
。
こ

の
ギ
ャ

ッ
ブ
の

原
因
は

何
か
。

一
六
　
（
七
一
〇
）

　
「
は
し
が
き
」
で
述
べ
た
と
お
り

　
　
市
民
分
配
所
得
１
１
市
内
生
産
所
得

　
　
　
　
　
　
十
（
市
際
受
取
所
得
－
市
際
支
払
所
得
）

で
あ
る
か
ら
分
配
所
得
を
こ
え
る
生
産
所
得
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
市
際
支
払

残
高
を
し
め
す
。
例
え
ぼ
本
杜
が
東
京
や
大
阪
に
あ
っ
て
、
生
産
さ
れ

た
利
潤
が
市
外
本
杜
に
引
揚
げ
ら
れ
て
し
ま
う
場
合
、
或
は
市
外
か
ら

の
通
勤
労
働
者
が
市
外
へ
の
通
勤
労
働
者
よ
り
多
い
場
合
に
は
、
そ
の

離乖の得所配分と得所産ｋ

た
一

火７Ｂ

外

離
計

乖
合

７

４
．

９

２

６
・

９

７

７
・

９

０

８
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．
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．
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．
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６
．

８６

４
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３

７
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１２，１

７

４
・
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０

６
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４６，２

０

９
・

０４，１
１
↓
　
ｏ
０

５
・
５
．

Ｏ
）
　
Ｏ
）

Ｚ
ｉ
－
到
－

６
．
３
・

ｏ
）
　
０

１
■
　
ｎ
６

ｎ
ｚ
　
　
（
６

　
　
ン

他
分

一
ズ
一

　
　
（
一

一
ダ
、

．
征
い
　
「
じ

所
這
岬

一
人
ｐ
人
ノ

■
法
け

｝
ン

［
　
紀
■

一
ソ一

打
陸
分
一

ウ
仁
一

動
↑
一

百
万
円
、

８

９
・

２

６

５
．

３
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１

６
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６

８

９
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３
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Ｏ
　
　
Ｏ

Ｏ
　
　
Ｏ

ｏ
０
　
　
７
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ｏ
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Ｏ
ｏ

８
．
９
．
７
．
９
．

Ｏ
）
　
［
Ｏ
　
　
ｏ
乙
　
　
１
■

り
ん
　
１
　
　
つ
、
）
　
５

　
　
　
Ｌ

一
４
…
０
ｉ
５
－
４

５
・
Ｌ
　
６
・
７
・

７
　
　
９
　
　
１
　
　
「
ｏ

４
　
　
４
　
　
１
　
　
１

　
　
　
　
一
　
一

０
　
１
　
２
　
３

ｏ
ｏ
　
ｏ
ｏ
　
つ
ｏ
　
Ｑ
、
）

４

８
・

１３

１
．

９，０４１．４３
８
　
　
０
　
　
４
　
　
４
　
　
４

６
．
０
・
０
．
７
・
５
・

９
　
　
７
　
６
　
　
ｏ
）
　
ｎ
◎

４
　
５
　
９
　
６
　
０

１
　
２
　
１
　
２
　
３

５
　
０
　
０
　
２
　
５

３
．
６
．
Ｌ
１
．
１
・

ｕ
７
５
５
５
０
８
８

　
　
　
一
　
一
　
一

３
５
３
６
３
７
３
８
３
９

□
守

所産生た
一
え

一
替

川
組

一
で

一
スニ

一
べ

一
配

」
分

一
は

一
雌

一
生

一
ホ

■一

差
だ
け
法

人
所
得
や

勤
労
所
得

は
市
外
に

流
出
す
る
。

呉
市
産
業

の
基
幹
は

製
造
業
、

特
に
終
戦

後
誘
致
さ

れ
た
巨
大

企
業
の
経



営
に
か
か
わ
る
重
化
学
工
業
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
事
情
は
無
視
し
え
な

い
。
東
京
、
大
阪
箏
の
分
配
所
得
が
生
産
所
得
を
上
廻
っ
て
い
る
の
は
、

か
よ
う
な
原
因
か
ら
だ
と
す
る
の
が
普
通
の
理
解
で
あ
る
。
も
っ
と
も

法
人
所
得
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
呉
市
で
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
分
割

法
人
法
を
用
い
れ
ぼ
、
生
産
所
得
と
分
配
所
得
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
そ
れ

だ
け
埋
め
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
勤
労
所
得
に
つ
い
て
は
、
都
市
へ
の
通

勤
者
の
流
入
超
過
は
こ
の
ギ
ャ
ッ
ブ
を
拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

い
ま
市
の
資
料
に
よ
っ
て
「
分
配
べ
ー
ス
で
組
替
え
た
生
産
所
得
」
と

分
配
所
得
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
み
れ
ぼ
Ｂ
・
７
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
一
〇
年
問
の
乖
離
の
合
計
は
一
四
、
三
五
七
百
万
円
に
上
ぽ
り
、

勤
労
所
得
は
流
入
型
（
出
稼
通
勤
型
）
法
人
所
得
は
流
出
型
（
外
来
資

本
依
存
型
）
　
　
要
す
る
に
資
本
不
足
て
労
働
力
過
剰
た
後
遊
地
型
を

示
し
て
い
る
と
云
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
説
明
で

き
る
の
は
一
〇
年
閉
に
じ
っ
さ
い
に
牛
じ
た
ギ
ャ
ッ
ブ
（
そ
れ
は
Ｂ
・

６
表
か
ら
万
〇
七
億
円
）
の
三
剖
足
ら
ず
（
Ｂ
・
７
表
の
乖
雛
総
計
一

四
四
億
円
）
に
す
ぎ
な
い
。
も
っ
と
他
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
側
　
い
ま
次
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
モ
デ
ル
は

封
鎖
休
系
で
あ
る
、
い
ま
生
産
所
得
と
分
舳
所
糾
と
の
閉
に
一
年
の
ラ

グ
が
あ
る
と
す
れ
ぼ
、
第
乏
年
の
生
産
所
得
は
さ
“
十
Ｈ
年
の
分
配
所

　
　
　
　
工
業
都
市
の
市
段
所
得
（
建
林
）

６５４３２１次年

０５１０２１０３１０５１０２１００１

＼＼＼＼＼
０２１０３１０５１０２１００１

０３０１・０２■０３０２

岬得所睦生

）胆得所配分

）Ｂ‘は離乖

産
所
得
の
持
続
的
な
拡
大
傾
向
を
反
映
し
、

得
を
下
廻
る
ギ
ャ
ッ
プ
を
し
め
し
た
。

　
Ｇ
Ｄ
　
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
好
況
期

三
九
年
）
に
は
拡
大
し
不
況
期
に
は
締
小
し
た

　
ｏ
ｏ
　
ラ
グ
が
じ
っ
さ
い
ど
ん
な
期
…
に
な
る
か
は
別
に
研
究
を
要
す

る
が
、
試
み
に
Ｂ
・
６
五
の
分
配
所
得
を
一
年
ず
ら
し
て
乖
離
を
計
算

し
、
ず
ら
さ
な
い
場
合
の
乖
難
と
比
較
す
れ
ぼ
Ｂ
・
８
表
の
と
お
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
（
七
一
一
）

得
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
乖
離
が
発
生
す
る
。

こ
の
乖
離
に
は
次
の
よ
う
な
法
則
が
あ
る
。

　
第
一
命
題
　
　
フ
ー
ム
時
に
は
分
配
所
得

は
生
産
所
得
を
下
廻
り
、
ス
ラ
ソ
プ
時
に
は

逆
に
分
配
所
得
は
生
産
所
得
を
上
廻
る
。

　
第
二
命
題
－
基
調
が
生
産
し
た
が
っ
て

生
産
所
得
の
持
続
的
な
拡
大
傾
向
に
あ
る
場

合
に
は
、
分
配
所
得
は
ひ
き
つ
づ
き
生
産
所

得
を
下
廻
る
。
（
及
び
逆
）

　
呉
市
の
場
合
か
よ
う
な
ラ
グ
が
存
在
す
る

と
思
わ
れ
る
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
～
　
Ｂ
・
６
表
の
乖
雛
率
の
時
系
列
は
生

　
　
　
　
　
　
　
終
始
分
配
所
得
が
牛
産
所

　
　
　
　
　
（
第
二
命
題
）

　
　
　
（
一
一
二
～
三
二
、
三
六
～
三
七
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
命
．
魑
）
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１
２
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３
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７

１
（

１

４

■
、

９

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

３

¢

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
１
一

６
■
一
ｉ
１
■
■
■
ｉ
Ｉ
　
，
，

、

）
　
）

得
得

所
所

産
配

生
分

（
　
（

Ａ
Ｂ

な
る
。
期
問
三
一
～
三
九
年
の
乖
離
の
合
計
は
僅
か
に
二
五
百
万
円
で

あ
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
小
さ
す
ぎ
る
。

　
い
ま
生
産
所
得
が
年
ｇ
％
の
複
利
で
ふ
え
た
と
し
、
ま
た
そ
の
生
産

所
得
が
そ
の
ま
ま
次
の
年
に
分
配
所
得
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
と
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
、

ぼ
、
年
々
の
乖
離
率
は
－
－
－
…
％
で
あ
り
牛
産
所
得
果
計
の
分
配
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
灼

得
累
計
に
対
す
る
乖
離
率
も
同
率
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
た
と
え
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
．
冨

灼
１
１
旨
“
と
す
れ
ぼ
平
均
乖
離
率
は
－
－
　
　
…
１
１
０
・
Ｈ
ｏ
。
で
な
く
て
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
○
．
旨

ら
な
い
。
し
か
る
に
Ｂ
・
８
表
第
似
欄
の
乖
雛
率
は
殆
ん
ど
ゼ
ロ
に
竿

し
い
。
こ
の
こ
と
は
化
座
所
得
が
分
配
所
得
へ
伝
化
す
る
場
合
、
分
配

所
得
を
過
大
に
し
て
い
る
要
囚
が
あ
る
こ
と
を
忠
味
す
る
。
こ
の
要
因

は
牛
産
所
得
か
ら
市
外
に
流
川
す
る
洩
れ
で
あ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
洩
れ
は
も
も
ろ
ん
Ｂ
・
８
表
雄
仰
欄
の
よ
う
な
小
き
い
も
の
で
は

な
く
、
Ｂ
・
６
表
第
閉
欄
の
よ
う
な
大
き
い
放
字
で
も
あ
る
ま
い
。
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
（
七
一
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

算
で
は
四
％
程
度
の
も
の
に
な
る
。

　
生
産
所
得
と
分
配
所
得
は
計
算
の
べ
－
ス
を
異
に
し
て
い
る
。
た
と

え
ぼ
あ
る
企
業
の
生
産
所
得
は
牛
産
量
を
基
礎
と
し
そ
れ
に
所
得
率
を

乗
じ
て
推
算
す
る
。
そ
の
牛
産
物
が
売
ら
れ
て
所
得
が
実
塊
さ
れ
た
か

ど
う
か
は
考
慮
し
な
い
。
後
者
は
決
算
報
告
に
基
き
実
現
さ
れ
た
所
得

と
し
て
推
計
さ
れ
る
。
そ
れ
が
内
輪
に
見
積
ら
れ
る
理
由
は
充
分
に
あ

る
。
こ
の
食
い
ち
が
い
は
統
計
上
の
誤
差
と
も
い
え
る
が
、
所
得
の
生

産
と
実
現
と
の
時
の
遅
れ
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
以
上

は
単
た
る
閉
趣
桐
摘
で
っ
て
、
そ
の
解
決
だ
と
は
思
っ
て
い
た
い
こ
と

を
附
記
し
て
置
き
た
い
。

　
（
１
）
　
勤
労
所
得
桁
数
（
久
）
を
説
明
変
数
と
す
る
市
民
分
配
所
得
桁

　
　
数
（
ツ
）
の
柵
閑
式
は

　
　
　
　
ｋ
↓
Ｏ
．
べ
十
〇
．
睾
べ
（
・
Ｈ
Ｏ
．
８
・
。
）

　
　
仰
　
火
作
年
次
は
閉
和
三
一
年
。

　
（
２
）
　
い
ま
准
…
州
年
次
の
生
帖
所
得
ｒ
が
年
平
均
９
バ
ー
セ
ソ
ト
で

　
　
成
長
す
る
も
の
と
し
よ
う
。
こ
の
所
得
の
う
ち
７
バ
ー
セ
ソ
ト
が

　
　
市
外
に
流
…
…
し
、
　
一
年
の
遅
れ
を
も
っ
て
分
冊
所
得
に
た
る
と
す

　
　
れ
ば
、
次
表
に
し
め
す
と
お
り
乖
離
率
は

　
　
　
　
灼
十
、

　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
Ｈ
＋
内

　
　
と
な
る
。
も
し
も
封
幼
体
係
を
楓
定
す
れ
ば
（
、
１
ｌ
ｏ
）
乖
離
率
は



率

１地
－
－
－
－
・
片
房

ｇ

離

十

乖

１

２
　
Ｈ
〃

得

め
め
　
め
十

所配

）
に
ル
嵐
・

分

７
　
７
　
７
：
・
：
・
　
ヅ
　
　
７

７
れ
篶

口
寸
ノ
イ

ｔ
）

所

め
〃
〃
〃
柵

産

十
十
十
…
…
十
〇

生

Ａ
抑
如
刈
　
如
。
班
。

次

０
１
２
３
…
…
な
計

年

合

　
　
灼

　
－
…
；
－
虫

　
　
Ｈ
＋
内

で
あ
る
。
　
内
〉
Ｏ
な
る
か
ぎ
り

ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

　
さ
て
Ｂ
・
６
表
第
似
欄
の
分

配
所
得
は
遅
れ
と
洩
れ
を
含
ん

だ
数
字
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

そ
の
第
閉
欄
は
上
表
の
乖
離
率

と
同
じ
吐
質
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
平
均
は
約
一
六
％
で
あ
っ

た
。
実
際
の
各
年
の
乖
離
率
は

こ
の
平
均
を
中
心
と
し
て
上
下

に
パ
ラ
つ
い
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
平
均
を
問
魎
に
す
る
。
す
な
わ
ち

　
灼
十
、

　
１
　
－
ｉ
ｌ
Ｈ
Ｏ
．
］
．
０

　
Ｈ
＋
内

　
ま
た
生
陸
所
得
の
実
質
成
長
率
の
平
均
は
Ａ

四
％
だ
っ
た
か
ら
平
均
乖
離
率
は

　
◎
．
崖
十
、

　
　
　
　
１
－
１
１
ｏ
．
畠
　
　
．
．
．
、
廿
ｏ
．
竃

　
　
Ｈ
＋
Ｏ
．
崖

と
な
る
。

）Ｃ（

市
民
個
人
所
得
と
個
人
支
出

工
業
都
市
の
市
民
所
得
（
建
林
）

・
１
火
か
ら
約
一

　
…
　
分
配
所
得
か
ら
法
人
所
得
、
公
企
業
剰
余
お
よ
び
各
種
の
杜
会

保
険
を
控
除
し
、
個
人
配
当
所
得
及
び
振
替
所
得
を
加
え
れ
ぼ
市
民
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
問
に
受
取
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
所
得
、
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ち
市
民
個
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
得
が
得
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
こ
の
両
者

離乖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
必
ず
一
致
す

の

得
る
理
由
は
な
い
。

所人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
え
ぼ
法
人
所

個と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
得
は
法
人
税
や

得所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杜
内
留
保
を
含

配分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
個
人
配
当
所

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
得
よ
り
大
き
い

１Ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
杜
会
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
は
振
替
所
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
部
と
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
合
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呉
市
で
は
Ｃ

－
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０
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６
り
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尋
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＾
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ｏ
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「
Ｄ

，
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３

手

１
（
ｏ
９
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２
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１

船 つ
山
（
ｏ
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５

ｏ
ｏ
２

５
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，

，

，

，
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８

８

２

５

９
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＾

ｏ
ｏ
つ
ん

８

分
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△

１

１
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＝
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７
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Ｏ
（
５
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７

３

Ｏ
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Ｏ

１
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ｏ
ｏ

１

１

４

■

４

１

１

ｏ
ｏ
４

６

，

，

，

，

）

１
（

４

４

９

１

卜
－
一

△
△
△

△

「
　
　
　
　
　
　
■
■
　
　
　
　
　
　
　
＝
■
　
　
　
　
　
　
　
　
－
１
■
■
　
■
…
－
－
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
■

１
　
　
　
　
ー
ヨ

ｊ
学手

６

６

１

８

７

３

Ｏ

鳥
り
４
ｏ
ｏ
４
２

１

１

１

４

２

３

４

３

８

４

６

３

，

，

，

，

，

，

～

（
）
（
０

１

２

９

Ｏ

個

６

１

９

Ｏ
－
■
■
■
，
■
　
　
■

■
－
　
　
　
－

１
，

３

得
ｏ
〇
一
」
Ｏ

１

８
ｏ
ｏ
Ｏ

Ｏ

船
ｏ
ｏ
０
４
２
１
守
８

７

１

６

５

４

３

１

９

一
，

，

，

，

，

，

６
４
１
６
１
２
４
△

８

分

８

■

，
１

１

…
■
；
ヨ

得
得
得
得
得
余
得
得

ト

三
口

…

１１皿

勤
個
個
個
法
公
個
振一

九
（
七
二
二
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

・
１
表
に
見
る
と
お
り
三
〇
年
代
の
前
半
、
個
人
所
得
は
分
配
所
得
を

僅
か
な
が
ら
こ
え
た
が
、
後
半
に
入
っ
て
金
額
で
略
々
同
じ
大
い
さ
だ

け
逆
に
下
廻
り
、
平
均
す
れ
ぼ
殆
ん
ど
乖
離
は
な
か
っ
た
。
前
半
か
ら

後
半
へ
か
け
て
、
か
よ
う
な
変
化
は
な
ぜ
生
じ
た
か
。
一
つ
は
分
配
勤

労
所
得
、
個
人
業
主
所
得
の
控
除
（
杜
会
保
険
料
）
が
増
加
し
て
受
取

額
が
相
対
的
に
減
少
し
た
こ
と
。
こ
の
率
は
心
さ
い
が
金
額
は
莫
迦
に

な
ら
な
い
。
例
え
ぼ
勤
労
所
得
に
つ
い
て
い
え
ぼ
、
前
半
か
う
後
半
に

か
け
て
平
均
で
分
配
所
得
は
一
・
九
九
倍
に
な
っ
た
が
杜
会
保
険
料
控

除
分
は
二
・
一
七
倍
に
な
っ
た
。
も
う
一
つ
は
振
替
所
得
の
比
重
が
小

さ
く
な
り
個
人
所
得
の
増
加
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
こ
と
。
例
え
ぼ
前
半
平

均
で
は
振
替
所
得
は
杜
会
保
険
料
控
除
の
二
倍
強
で
あ
っ
た
が
、
後
半

平
均
で
は
一
・
五
倍
瑚
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
後
半
に
は
、
分
配
所
得

に
対
し
個
人
所
得
を
減
ら
す
力
が
働
い
て
、
分
配
所
得
が
個
人
所
得
を

こ
え
る
に
ム
土
っ
た
。
こ
の
点
は
Ｃ
・
２
表
の
個
人
所
得
構
成
変
化
に
も

よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
こ
の
表
か
ら
次
の
点
が
判
る
。

　
～
　
三
〇
午
代
を
逝
じ
勤
労
所
得
と
岬
人
業
七
所
得
の
比
枢
は
大
き

く
、
両
者
を
八
〕
せ
八
五
石
前
後
に
迷
し
た
、
そ
の
な
か
で
勤
労
町
得
の

比
枢
は
大
い
に
高
ま
り
、
恰
か
も
そ
れ
だ
け
個
人
業
主
所
得
の
比
取
は

一
二
〇

化変成韓布とロカ増の得所人固

以

Ｃ
、
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一
賊
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互
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ソ
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９
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ｏ
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（
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４
１
↓
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，

，
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Ｑ
亘
３
６
２
５
５

１

３

■

一
引
一
－
ル
．
↓
Ｌ
…
６
ｑ
…
８
…
４
１
鳩
ｍ
鷺
１
２
。
－
・
斤
↓
司
・
…
，
・
ｉ
・
；
辛
一
３
０
方
一
〃
川
〃
２
８
４
６
１
６
榔

１
－
百
一
旧
じ
３

１

け
百

ー
プ
エ

小
紅

総

１
得
土
得
料
得
子
俗
当
得
得

　
　
　
モ

所
業
　
エ
　
利
　
耐
　
所
■

　
　
　
－
し

’
　
　
　
　
　
　
　
工

篶
人
人
人
人
替
一

勤
個
所
個
所
個
所
個
所
振
一

（
七
一
四
）

低
下
し
、
激
し
い
階

層
分
解
の
進
行
を
暗

示
し
た
。

　
○
Ｄ
　
前
半
か
ら
後

半
へ
の
伸
び
率
か
ら

い
え
ぱ
個
人
配
当
所

得
の
約
二
・
七
倍
を

ト
ッ
プ
に
個
人
利
子

所
得
の
二
・
四
倍
が

こ
れ
に
次
い
だ
が
、

そ
の
比
重
は
小
さ
く
、

し
た
が
っ
て
増
加
寄

与
率
も
小
さ
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
勤
労
所

得
の
瑚
加
寄
与
率
は

圧
倒
的
に
大
き
か
っ

た
。

　
ｍ
　
閉
．
幽
の
振
替

所
得
は
、
か
つ
て
三



○
年
代
の
初
め
に
は
駐
留
軍
引
揚
に
よ
る
失
業
激
増
の
た
め
、
失
業
保

険
給
付
を
中
心
に
大
き
な
比
重
を
占
め
、
呉
市
経
済
の
大
き
た
問
題
に

な
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
失
業
は
再
度
の
ブ
ー
ム
で
、
失
対
人
夫
の
固
定

移推の得所替振表３Ｃ

，
■
－
■
■
３
…
－
．
ユ
６
－
４
８
…
ｉ
３
け
　
　
ｏ
ｏ
　
８
２
８
２
４
ソ
　
　
６
５
０
５
１
７
¢
　
１
２
１
１
１

　
　
０
　
　
６
５
（
Ｕ
５
０
　
　
０
　
３
０
６
３
３
　
　
１
０
６
　
　
　
△
ｎ
Ｈ
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
－
－

ｃ
ｏ
　
ｏ
）
７
８
一
Ｌ
ｏ
９
８
　
　
１
　
　
７
４
３
３
８
　
　
　
△
１
　
　
　
　
１

化
の
問
題
を
残
し
な
が
ら
も

次
第
に
吸
収
さ
れ
た
。
こ
の

傾
向
は
Ｃ
・
３
表
に
も
あ
ら

わ
れ
て
お
り
、
失
業
保
険
給

付
の
絶
対
額
は
前
後
半
を
通

じ
略
々
コ
ソ
ス
タ
ン
ト
に
推

移
し
た
。
振
替
所
得
に
お
け

る
現
在
の
主
要
た
閉
題
点
は
、

健
康
保
険
給
付
が
激
瑚
し
、

他
郁
市
に
く
ら
べ
て
も
高
水

準
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
似
　
｛
民
個
人
所
得
か
ら

個
人
税
及
び
税
外
貨
拠
（
こ

の
率
は
三
〇
～
三
八
年
平
均

で
県
の
五
・
一
％
に
く
ら
べ

四
・
五
％
で
あ
っ
た
）
を
控

工
業
都
市
の
市
｛
所
得
（
律
林
）
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４
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９
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２
　
　
り
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７
．
４
・
８
．

７
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■
■

（
ｏ
　
　
０
　
　
４

９
．
４
・
６
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７
‘
　
　
　
　
　
１
■

０

０
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０１

７

８
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７

７

４
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６

６
・

１

額総

山支致肖亨人司仙
ｎ
ｕ

才エゴ外党不色形人岡イ

蓄庁呈人同刊

高
ま
っ
た
。
こ
れ
は
全
旧
的
な
傾
向
で
あ
っ
て
、

破
性
向
は
前
半
の
七
二
・
八
％
か
ら
後
半
七
〇
・
五
％
へ
低
下
し
、
逆

に
貯
蓄
性
向
は
高
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
呉
｛
の
場
合
特
に
貯
蓄
性
向
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
七
一
五
）

除
し
た
も
の
は
、
可
処
分
所
得
で
あ
り
、

そ
の
大
部
分
は
個
人
消
費
に
、
残
り
は

個
人
貯
蓄
に
支
出
さ
れ
る
。
消
費
性
向

は
理
論
的
に
は
こ
の
可
処
分
所
得
に
対

し
て
計
算
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
慣
例
に
し
た
が
い
、
市
民
個
人
所

得
す
な
わ
ち
市
民
個
人
支
出
に
対
し
て

計
算
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
Ｃ
・
４
表
は
次
の
こ
と
を
示
し
て
い

る
。　

い
　
平
均
消
費
性
向
は
前
半
五
ケ
年

の
平
均
七
八
・
七
完
か
ら
後
半
五
ケ
年

に
か
げ
て
次
第
に
低
下
し
七
五
・
六
％

に
低
下
し
た
。
個
人
税
・
税
外
負
担
の

比
重
が
傲
か
な
が
ら
低
下
し
た
こ
と
も

加
っ
て
個
人
貯
蓄
の
比
重
は
し
だ
い
に

　
　
　
　
　
　
　
県
平
均
で
も
平
均
消
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篶
一
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■
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Ｊ
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；
；
；
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）
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Ｏ
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３

１
）

　
　
　
’
　
」
１
　
■

円
一
４
５
％
５
８
２
８
９
８
２
０
４
２

一
万
皿
５
８
２
２
９
５
５

．
－
　
一
Ｌ
．
１
．
み
～
９
引
■
９
｝

－
け
■
一
７
Ｇ
３
　
　
２

　
　
．
－
ン

　
　
、
城
率
淋
鮒
孜

　
　
．
総
平
長
食
被
光
住
雑

　
　
　
（

　
高
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
消
費
支
出
の
成
長
と
構

　
成
変
化
は
Ｃ
・
５
表
の
示

　
す
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
～
　
消
費
支
出
は
三
〇

　
年
代
前
半
、
年
成
長
率
一

　
一
・
八
％
で
ふ
え
た
が
、

　
後
半
成
長
率
は
一
五
・
一

　
％
に
上
昇
し
、
後
半
の
消

　
費
支
出
額
は
前
半
の
一
・

　
九
二
倍
に
及
ん
だ
。
こ
の

　
増
加
の
過
程
で
食
費
の
伸

　
び
は
平
均
を
大
き
く
下
廻

　
り
、
　
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
前

　
半
の
四
五
・
一
％
か
ら
後

　
半
三
六
・
五
％
へ
低
下
し

．
た
。
支
出
彼
目
の
う
ち
で

一
　
は
教
炎
娯
楽
費
や
教
育
貨

”

一
を
含
む
雑
費
の
仲
ひ
か
堆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
七
一
六
）

も
大
き
く
、
そ
の
比
重
も
大
き
く
高
ま
っ
た
。
住
居
費
も
家
庭
電
化
に

伴
い
同
様
な
動
き
を
示
し
、
住
居
費
と
雑
費
の
占
め
る
割
合
は
前
半
の

四
二
老
か
ら
後
半
五
一
完
へ
上
昇
し
た
。

　
Ｇ
っ
　
消
費
支
出
の
急
激
な
上
昇
を
も
た
ら
し
た
需
要
の
側
の
要
因
は
、

以
上
の
よ
う
な
消
費
パ
タ
ー
ン
の
変
化
で
あ
っ
た
。
い
ま
も
し
前
半
と

同
じ
消
費
パ
タ
ー
ン
と
成
長
率
で
消
費
支
出
が
増
加
し
た
と
す
れ
ぼ
、

総
額
と
各
費
目
の
支
出
額
は
後
半
五
ケ
年
の
累
計
で
Ｃ
・
５
表
↑
Ｏ
欄
の

示
す
と
お
り
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
実
際
の
消
費
支
出
総
額
の

八
九
・
九
％
に
当
る
一
、
二
三
一
億
円
は
成
長
に
よ
っ
て
衡
ら
さ
れ
、

残
り
一
〇
・
一
％
は
消
費
パ
タ
ー
ン
の
変
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
雑
費
、
住
居
費
は
既
述
の
と
お
り
大
き

く
伸
び
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
二
六
・
四
％
二
二
・
七
％
は
消
費
構
迭
の

変
化
に
も
と
ず
き
、
灸
費
は
も
っ
と
大
き
く
増
加
す
る
筈
の
も
の
が
、

や
は
り
消
費
バ
タ
ー
ン
の
変
化
に
よ
っ
て
仲
び
な
か
っ
た
。
こ
の
構
造

変
化
は
実
際
の
食
貨
支
出
の
一
一
・
一
老
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
も

っ
と
も
食
費
の
絶
対
額
は
大
き
い
か
ら
、
坤
加
寄
与
率
は
依
然
と
し
て

大
き
か
っ
た
。

　
閉
　
Ｃ
．
６
火
に
よ
れ
ぼ
一
二
〇
年
代
を
迦
じ
巾
民
一
人
当
り
個
人
所

得
は
一
〇
・
一
ろ
の
成
長
率
で
ふ
え
、
一
人
当
り
個
人
消
貨
は
一
〇
・
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漱
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当
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当
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喋
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肺
光
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■

二
％
の
割
で
ふ
え
た
。

こ
の
成
長
率
は
県
民

一
人
当
り
個
人
所
得

及
び
個
人
消
費
の
伸

び
率
よ
り
も
ニ
ポ
イ

ン
ト
高
く
、
国
民
一

人
凸
り
の
伸
び
率
よ

り
も
二
～
三
ポ
イ
ソ

ト
高
い
。
そ
の
う
え

出
発
点
の
水
準
は
決

し
て
低
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
ら
、
か

よ
う
な
高
い
成
長
率

は
国
民
一
人
’
り
、

県
民
一
人
当
り
の
欄

人
所
得
や
沽
費
支
出

を
上
廻
る
水
準
を
も

た
ら
す
こ
と
に
な
っ

た
。
Ｃ
・
６
ｏ
炎
に

工
業
都
市
の
市
民
所
得
（
律
林
）
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。

■

■
，
　
　
　
－
　
　
■
－
１
　
■
｝
■
　
　
　
■
　
　
　
－

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
民
一
人

当
り
個
人
所
得
も
消
費
支
出
も

三
〇
年
代
前
半
か
ら
後
半
に
か

け
て
、
ま
す
ま
す
大
き
く
国
民

一
人
当
り
及
び
県
民
一
人
当
り

の
そ
れ
を
引
き
は
な
し
、
た
と

え
ぼ
三
九
年
に
は
個
人
所
得
で

二
一
％
個
人
消
費
で
二
五
％
も

県
民
一
人
当
り
水
準
を
こ
え
る

に
至
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
は

単
な
る
平
均
で
あ
っ
て
分
散
の

程
度
も
問
題
だ
し
、
そ
れ
に
。
消

費
統
計
の
も
と
に
な
る
家
計
調

査
■
に
つ
い
て
は
、
標
太
一
数
の
制

約
も
あ
っ
て
川
…
越
は
あ
る
が
、

大
体
の
傾
向
は
こ
れ
で
知
る
こ

と
、
か
で
き
る
。

　
↑
ｏ
　
可
処
分
個
人
所
得
か
ら

消
費
支
出
を
差
引
い
た
残
り
は
、

一
二
三
　
（
七
一
七
）
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１
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４
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ユ
　
　
　
　
△

．
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ゴ
心

〉ク十

一
．
一
、
〕

に系奏手
ー
ヨ
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一
Ｈ刈‘

己
賞
州
賞
築

ｎ
　
屯
几
ス

乍
系
貨
迷

　
金
け

業
　
　
＾
宅

人
貯
表

…
川
几
ｘ
負
サ
、
し
ヒ

イ
十
コ
了
上
　
■
阯
　
！
■

・
屯
　
　
訊
一

玄
小
　
　
÷
し

金
ル

　
と
■

八
辛
■

Ｈ
　
　
　
　
ノ

）
　
　
可
ル

除
控
　
倒

（

六
合
併
号
）

県
や
市
の
所
得
推
計

で
は
一
括
「
個
人
貯

蓄
」
に
計
上
さ
れ
て

い
る
。
所
得
理
論
の

教
え
る
と
こ
ろ
で
は
、

こ
の
中
に
は
本
来
の

市
内
投
資
だ
け
で
な

く
、
い
わ
ゆ
る
「
漏

れ
」
　
（
財
政
バ
ラ
ソ

ス
、
商
品
サ
ー
ビ
ス

代
金
の
市
際
受
払
バ

ラ
ン
ス
埜
寸
）
が
く
乃
ま

れ
て
い
る
。
　
「
個
人

貯
蓄
」
に
対
す
る
こ

の
漏
れ
は
三
〇
年
代

＾
…
半
の
二
〇
％
か
ら
、

後
半
二
五
・
四
％
に

及
び
必
ず
し
も
小
さ

い
価
で
は
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
（
七
一
八
）

個
人
支
出
総
額
か
ら
い
え
ぼ
四
～
五
％
程
度
に
し
か
当
ら
な
い
大
い
さ

で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
「
個
人
貯
蓄
」
の
う
ち
の
直
接
推
計
分
に

つ
い
て
み
よ
う
。
（
Ｃ
・
７
表
）

　
直
接
推
計
に
よ
る
個
人
貯
蓄
は
前
半
の
年
平
均
約
二
四
億
円
か
ら
後

半
五
六
億
円
に
、
約
二
・
三
六
倍
に
ふ
え
、
三
〇
～
三
四
年
平
均
を
基

準
と
す
れ
ぼ
三
九
年
に
は
三
・
四
倍
に
な
っ
た
。

　
個
人
貯
蓄
の
う
ち
預
貯
金
の
形
で
の
純
増
分
は
比
重
も
大
き
く
、
後

半
の
貯
蓄
増
加
の
実
に
九
三
・
三
％
を
寄
与
し
た
。
前
半
個
人
貯
蓄
の

二
二
・
五
％
を
十
口
め
た
個
人
業
主
口
己
投
資
は
後
半
伸
び
な
や
ん
で
二

倍
に
し
か
連
せ
ず
、
構
成
比
も
一
九
・
八
％
に
落
ち
た
。
逆
に
住
宅
建

築
の
比
承
は
前
半
の
一
八
・
○
％
か
ら
二
一
・
二
石
へ
上
昇
し
、
特
に

三
八
～
三
九
年
に
か
け
て
著
し
く
増
加
し
た
。
直
接
証
券
投
資
は
か
な

り
は
っ
き
り
と
景
気
変
動
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
三
九
年
に
は
三

〇
～
三
四
年
平
均
の
四
・
八
倍
に
な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
以
上
の
諦
填
目
の
価
他
合
計
か
ら
俳
入
金
純
増
を
差
引
い
た
も
の
が

伽
人
貯
蓄
を
形
成
す
る
。
と
い
う
の
は
、
併
入
金
〕
体
は
他
人
貯
蓄
の

利
用
で
あ
っ
て
、
そ
の
純
期
の
一
部
は
差
当
り
預
、
貯
金
さ
れ
、
や
が
て

乱
券
投
資
に
、
或
は
設
術
や
化
宅
の
よ
う
な
有
形
胴
定
資
産
の
購
入
に

充
肖
さ
れ
る
か
ら
、
附
人
金
純
瑚
を
一
」
え
る
巾
民
の
個
人
投
筑
（
預
貯



金
純
増
を
含
む
）
の
み
が
本
来
の
市
民
個
人
貯
蓄
に
ひ
と
し
い
か
ら
で

あ
る
。
借
入
金
純
増
と
預
貯
金
純
増
の
巾
は
、
お
お
む
ね
不
況
時
に
は

前
者
が
低
下
し
後
者
が
増
大
し
、
好
況
期
に
は
両
者
と
も
増
大
す
る
傾

向
を
見
せ
な
が
ら
、
三
〇
年
代
後
半
に
は
前
半
に
く
ら
べ
飛
躍
的
に
増

大
し
た
。

　
伺
　
市
民
所
得
推
計
利
用
上
の
現
段
階
で
の
大
き
な
制
約
は
、
次
の

点
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
既
に
述
べ
た
と
お
り
貯
蓄
．
投

資
の
推
計
が
単
な
る
引
き
算
で
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

が
ん
ら
い
開
放
体
系
の
貯
蓄
・
投
資
の
均
等
は

　
　
↓
可
用
事
蝶
１
１
子
用
津
域
十
（
運
一
津
汁
庄
－
奪
犀
貢
＞
）

　
　
　
　
　
　
　
十
（
「
可
冷
千
貢
＞
ー
ユ
｝
“
辛
糾
臣
）

と
な
る
筈
で
あ
る
が
、
市
民
個
人
支
出
（
所
得
）
の
推
計
で
は

　
　
吾
凛
写
嚇
…
冒
粛
毒
｝
：
〔
片
ぴ
云
津
犀
｝
酔
十
消
暗
雲
罰

と
お
か
れ
、
且
つ
恒
等
的
に

　
　
高
燕
諜
叫
；
〔
片
讐
了
用
写
嚇
…
工
－
凛
痒
踊

で
あ
る
か
ら
、
財
政
収
支
バ
ラ
ン
ス
と
市
際
収
支
バ
ラ
ノ
ス
の
合
計
は

っ
ね
に
誤
差
及
び
脱
漏
の
項
目
に
批
り
込
ま
れ
る
結
果
に
な
る
。

　
こ
こ
で
市
民
が
直
接
、
問
接
に
ど
れ
だ
け
税
金
を
払
い
（
財
政
収
入
）
、

市
が
国
と
ｎ
己
の
財
源
か
ら
ど
れ
だ
け
支
出
し
て
い
る
か
（
財
政
支
出
）

　
　
　
　
工
業
都
市
の
市
民
所
得
（
律
林
）

が
把
握
さ
れ
れ
ぼ
、
誤
差
脱
漏
と
こ
の
財
政
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
差
額
か

ら
市
際
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
推
算
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か

し
こ
の
推
計
は
直
接
推
算
し
た
市
際
収
支
入
と
支
出
か
ら
そ
の
バ
ラ
ン

ス
を
求
め
、
こ
の
数
字
を
っ
き
合
せ
て
見
な
い
と
信
頼
で
ぎ
な
い
。
云

う
ま
で
も
な
い
が
、
所
得
推
計
の
意
義
は
、
一
方
で
は
所
得
が
ど
こ
で

生
産
さ
れ
ど
ん
な
ふ
う
に
分
配
さ
れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、
同
時
に
他
方
で
は
そ
の
所
得
が
ど
ん
な
工
合
に
処
分
さ
れ
る
か

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
後
の
間
題
は
貯
蓄
投
資
が
所
得

を
決
定
す
る
循
環
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
間
題
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
た
め
に
は
市
際
収
支
の
内
容
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
例
え
ぼ
市
際
収
支
が
黒
字
と
い
う
だ
け
で
は
、
こ
の
黒
字

が
商
品
の
市
外
移
出
超
過
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か
、
資
本
の
流
入
超
過

に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か
判
ら
ず
、
し
か
も
市
外
へ
の
商
品
販
売
や
市
外

か
ら
の
資
本
流
入
の
規
模
と
そ
の
動
向
は
、
市
内
で
そ
れ
と
相
侯
っ
て

所
得
水
準
を
決
め
る
か
ら
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
の
市
民
伽
人
支
出
の
推

計
が
、
も
っ
ば
ら
消
賀
支
川
分
析
の
た
め
に
し
か
利
用
で
き
な
い
の
は

残
念
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
部
分
の
郁
市
で
そ
う
な
の
で
あ
っ
て
呉
市

だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。

二
五
　
（
七
一
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

む
す
び
　
　
要
約

　
～
　
三
〇
年
代
の
は
じ
め
呉
市
経
済
は
、
駐
留
軍
引
揚
に
よ
っ
て
一

拠
に
わ
が
国
最
大
の
失
業
都
市
に
転
落
し
、
市
財
政
は
失
業
対
策
事
業

に
伴
う
赤
字
に
苦
し
ん
だ
。
し
か
し
「
平
和
産
業
港
湾
都
市
転
換
法
」

（
昭
和
二
六
年
）
に
よ
っ
て
旧
工
廠
跡
に
、
造
船
、
鉄
鋼
、
機
械
等
の
大

企
業
が
誘
致
さ
れ
、
や
が
て
市
経
済
は
神
武
景
気
に
恵
ま
れ
て
奇
蹟
的

に
立
ち
直
り
、
さ
ら
に
未
曽
有
の
岩
戸
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
驚
異
的
な
発

展
を
遂
げ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
平
和
が
も
た
ら
し
た
市
の
繁
栄
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
三
〇
年
代
前
半
ま
で
減
り
つ
づ
け
た
市
人
口
が
、

後
半
に
入
っ
て
俄
か
に
人
口
珊
加
に
松
じ
た
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
に
分
析
さ
れ
た
所
得
推
計
結
果
の
分
析
に
も
あ
１
り
わ
れ
て

い
る
。
主
要
な
点
を
あ
げ
れ
ぼ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
～
　
呉
市
の
立
直
り
と
発
展
を
支
え
た
の
は
製
逃
業
の
、
特
に
板
機

械
工
業
の
、
す
な
わ
ち
機
械
、
鉄
鋼
、
造
船
、
金
属
製
品
箏
の
誘
致
外

来
大
企
業
の
発
展
で
あ
っ
た
。
三
〇
年
代
の
前
半
か
「
り
後
半
へ
か
け
て

の
市
内
牛
庇
所
得
州
加
額
の
四
分
の
三
は
、
こ
の
四
業
桶
に
よ
っ
て
も

た
・
り
さ
れ
、
製
迭
業
所
得
の
比
兎
は
前
半
の
三
九
・
七
％
か
ら
後
半
の

四
六
・
五
％
に
高
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
　
（
七
二
〇
）

　
Ｇ
っ
　
製
造
業
所
得
が
大
き
く
伸
び
た
の
は
就
業
人
口
が
大
き
く
伸
び

た
こ
と
と
相
侯
っ
て
、
一
人
当
り
所
得
牛
産
性
が
大
き
く
伸
び
た
か
ら

で
あ
っ
た
。
三
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
卸
｛
売
業
や
建
設
業
の
一
人
当

り
生
産
性
の
伸
び
は
製
造
業
の
そ
れ
を
上
廻
っ
た
が
、
一
人
当
り
生
産

所
得
で
は
製
造
業
が
依
然
と
し
て
大
き
く
こ
れ
ら
二
っ
を
ひ
き
離
し
て

い
る
。

　
帥
　
製
造
業
を
支
え
た
既
述
四
業
種
の
う
ち
機
械
工
業
は
呉
市
経
済

に
と
っ
て
大
き
な
比
重
を
も
っ
た
成
長
産
業
で
あ
り
、
鉄
鋼
・
造
船
は

そ
の
比
重
は
大
き
い
が
も
は
や
眼
界
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
比
重

は
小
さ
い
が
非
欽
金
属
は
将
来
性
の
あ
る
成
長
産
業
で
あ
っ
た
。

　
¢
り
　
分
配
所
得
で
は
勤
労
所
得
が
圧
倒
的
に
大
き
い
比
重
を
占
め
、

三
〇
年
代
後
半
に
入
っ
て
益
々
比
重
を
古
同
め
、
逆
に
個
人
業
主
所
得
の

比
重
は
し
だ
い
に
低
下
し
た
。
こ
れ
は
生
産
所
得
に
お
い
て
製
造
業
所

得
の
比
重
が
急
速
に
高
ま
っ
た
こ
と
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
と
い
う

の
は
製
遣
業
で
は
宋
族
労
働
者
が
大
き
く
減
退
し
常
傭
労
働
者
が
急
蛸

し
た
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
う
は
云
っ
て
も
、
塘
三
次
座
業
の
勤

労
所
得
の
比
束
は
依
然
と
し
て
大
き
い
。
従
来
宋
族
労
働
を
火
幹
と
す

る
個
人
業
主
が
多
か
っ
た
こ
の
郁
門
で
は
、
今
後
賃
労
働
が
州
加
す
る

こ
と
必
至
で
あ
る
か
ら
、
第
三
次
産
業
の
勤
労
所
得
の
比
重
が
さ
ら
に



低
下
す
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
た
だ
個
人
業
主
所
得
の
比
重
が

し
だ
い
に
低
下
を
っ
づ
け
る
だ
ろ
う
こ
と
は
殆
ど
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

常
傭
が
家
族
労
働
に
と
っ
て
代
る
傾
向
は
す
で
に
卸
小
売
業
に
も
あ
ら

わ
れ
、
個
人
業
主
所
得
の
相
対
的
後
退
の
一
因
と
な
っ
た
。
個
人
業
主

所
得
の
増
加
を
支
え
た
の
は
第
三
次
産
業
の
な
か
で
も
特
に
サ
ー
ビ
ス

業
で
あ
っ
た
。

　
い
　
市
民
個
人
所
得
は
三
〇
年
代
の
前
半
に
は
分
配
所
得
を
上
廻
り
、

後
半
に
は
逆
に
下
廻
り
、
平
均
す
れ
ぼ
殆
ん
ど
乖
離
は
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
分
配
所
得
か
ら
差
引
か
れ
る
杜
会
保
険
料
が
ふ
え
、
逆
に
個
人
所

得
に
算
入
さ
れ
る
振
替
所
得
が
抑
え
ら
れ
た
こ
と
に
由
る
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。
三
〇
年
代
前
半
振
替
所
得
を
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
た
失
業
保

険
給
付
は
労
働
市
場
の
好
転
に
伴
い
、
後
半
に
な
っ
て
横
這
を
っ
づ
け
、

振
替
所
得
の
相
対
的
増
加
を
抑
え
た
。
市
民
個
人
所
得
が
分
配
所
得
を

下
廻
る
傾
向
は
今
後
も
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
～
勺
　
個
人
消
費
の
伸
び
は
三
〇
年
代
後
半
に
入
っ
て
個
人
所
得
の
仲

び
を
顕
著
に
下
廻
り
、
平
均
貯
蓄
性
向
は
し
だ
い
に
上
昇
し
た
。
個
人

消
費
の
構
迭
も
変
化
し
、
食
費
の
比
重
（
エ
ン
ゲ
ル
係
数
）
は
低
下
し

住
居
費
及
び
特
に
雑
費
の
比
重
が
大
き
く
高
ま
っ
た
。

　
↑
旬
　
平
均
的
な
市
民
生
沽
は
著
し
く
改
善
さ
れ
た
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら

　
　
　
　
工
業
都
市
の
市
民
所
得
（
律
林
）

な
い
。
こ
の
改
善
の
巾
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
は
、
市
民
一
人
当
り

の
個
人
所
得
や
個
人
消
費
が
国
民
一
人
当
り
、
県
民
一
人
当
り
の
そ
れ

を
一
」
え
る
巾
が
、
三
〇
年
代
を
通
じ
益
々
大
き
く
な
っ
た
点
に
も
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
基
礎
に
な
る
家
計
調
査
の
信
頼
度

に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
重
ね
て
注
意
し
て
お
き
た
い
。

二
七
　
（
七
二
一
）


